
京
大
、
保
険
適
用
目
指
す

３
月
、
海
兵
隊
に
所
属
。
Ｃ

Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
に
よ
る
と
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
機
関
銃
手

と
し
て
約
７
カ
月
勤
務
し
、

沖
縄
県
で
教
官
を
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
海
兵

隊
が
発
表
し
た
経
歴
に
よ
る

と
、
容
疑
者
は
複
数
の
賞
を

受
け
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は

３
月
に
退
役
軍
人
の
施
設
で

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
治
療
を
受
け
て

い
た
元
陸
軍
兵
士
の
男
が
職

員
ら
を
人
質
に
立
て
こ
も
る

事
件
が
発
生
。
警
官
と
銃
撃

戦
と
な
り
女
性
３
人
を
殺
害

し
た
後
、
自
殺
し
た
。

　

今
回
の
事
件
は
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
中
心
部
か
ら
西
に
約

７
０
キ
ロ
の
サ
ウ
ザ
ン
ド

オ
ー
ク
ス
の
バ
ー
で
７
日
深

夜
発
生
。
当
時
、
学
生
向
け

の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
近
く
の
私
立
大
学
の
学

生
ら
数
百
人
で
混
み
合
っ
て

い
た
。
警
官
１
人
を
含
む

１
２
人
が
死
亡
、
約
２
０
人

が
負
傷
し
た
。

銃
声
と
叫
び
声
「
地
獄
だ
」

「
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
目
撃

者
　
【
サ
ウ
ザ
ン
ド
オ
ー
ク
ス

　
【
共
同
】
京
都
大
は
９
日
、
人
の
人
工
多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
か
ら
神
経

細
胞
を
作
り
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
脳
内
に
移
植
す
る
治
験
の
１
例
目
を
５
０

代
の
男
性
患
者
に
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
再
生
医
療
は
さ

ま
ざ
ま
な
疾
患
で
計
画
さ
れ
、
京
大
に
よ
る
と
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
の
治
験
は
世

界
初
。
将
来
的
な
保
険
適
用
を
目
指
す
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
患
者
へ
の
利
用
は
、
目
の

難
病
患
者
の
網
膜
を
再
生
す
る
理
化
学
研
究
所
の
世
界
初
の
ケ
ー
ス
に
次
ぐ
。

世
界
初
、
脳
に
神
経
移
植

丸
を
込
め
る
こ
と
が
で
き
る

特
殊
な
弾
倉
が
装
着
さ
れ
て

い
た
。
警
察
や
連
邦
捜
査
局

（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
は
殺
傷
能
力
を

高
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
み

て
、
男
の
自
宅
を
捜
索
し
捜

査
を
進
め
て
い
る
。

　

警
察
発
表
に
よ
る
と
、
男

は
現
場
近
く
に
住
む
イ
ア

ン
・
ロ
ン
グ
容
疑
者
。
４
月

の
ト
ラ
ブ
ル
の
際
、
警
官
が

自
宅
を
訪
問
し
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
専
門
家
も
面
会
し
た

が
、
法
律
に
基
づ
く
拘
束
は

必
要
な
い
と
判
断
し
た
。

　

ロ
ン
グ
容
疑
者
は

２
０
０
８
年
８
月
〜
１
３
年

　
【
サ
ウ
ザ
ン
ド
オ
ー
ク
ス

共
同
＝
浜
口
健
】
米
西
部
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
バ
ー
で

起
き
た
銃
乱
射
事
件
で
、
地

元
警
察
は
８
日
、
事
件
後

に
自
殺
し
た
容
疑
者
の
男

（
２
８
）
に
つ
い
て
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
沖
縄
県
に
派

遣
さ
れ
た
元
海
兵
隊
員
で
、

４
月
に
突
然
叫
び
だ
す
な
ど

感
情
を
抑
制
で
き
な
く
な
る

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
公
表

し
た
。
軍
務
に
よ
る
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
）
の
可
能
性
が
あ
り
、

事
件
と
の
関
連
を
調
べ
て
い

る
。

　

犯
行
に
使
用
さ
れ
た
拳
銃

に
は
、
通
常
よ
り
多
く
の
弾

米
乱
射
、
特
殊
な
弾
倉
使
用

パーキンソンにｉＰＳ治験ア
フ
ガ
ン
派
遣
の
元
海
兵
隊

容
疑
者
、
軍
務
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
か

入
管
法
１
３
日
審
議
入
り
で
合
意

与
野
党
、
外
国
人
就
労
拡
大
案

た
。
与
党
は
１
２
月
１
０
日

の
今
国
会
会
期
末
ま
で
の
成

立
を
目
指
す
。
山
下
貴
司
法

相
は
今
国
会
初
の
衆
院
法
務

委
員
会
で
所
信
を
表
明
し
、

改
正
案
で
「
人
手
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
即
戦
力
の
受

け
入
れ
が
可
能
に
な
る
」
と

強
調
し
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

国
の
中
央
銀
行
に
当
た
る
米

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
は
８
日
、
金
融
政
策

を
協
議
す
る
連
邦
公
開
市
場

委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
、

主
要
政
策
金
利
を
年
２
・
０

〜
２
・
２
５
％
に
据
え
置
く

こ
と
を
全
会
一
致
で
決
め

た
。
会
合
後
に
公
表
さ
れ
た

米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
金
利
据
え
置
き

景
気
好
調
、
１
２
月
利
上
げ
公
算

　
【
共
同
】
与
野
党
は
９
日

の
衆
院
議
院
運
営
委
員
会
理

事
会
で
、
外
国
人
労
働
者
受

け
入
れ
拡
大
の
た
め
新
た
な

在
留
資
格
を
設
け
る
入
管
難

民
法
な
ど
の
改
正
案
に
つ
い

て
、
安
倍
晋
三
首
相
が
出
席

す
る
１
３
日
の
本
会
議
で
審

議
入
り
す
る
こ
と
で
合
意
し

中
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
量

産
態
勢
を
つ
く
り
た
い
」
と

話
し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
脳
内

　

主
任
研
究
者
の
高
橋
淳
教

授
は
記
者
会
見
で
「
企
業
と

も
協
力
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か

ら
作
っ
た
神
経
細
胞
を
世
界

声
明
で
、
景
気
は
「
力
強
く

拡
大
し
て
い
る
」
と
の
認
識

を
維
持
。
次
回
１
２
月
会
合

で
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
に

踏
み
切
る
公
算
が
大
き
い
。

　

来
年
も
段
階
的
に
利
上
げ

す
る
方
針
で
、
焦
点
は
Ｆ
Ｒ

Ｂ
が
３
回
と
み
る
利
上
げ

ペ
ー
ス
だ
。
米
中
の
貿
易
摩

擦
に
「
ね
じ
れ
議
会
」
に
よ

　

山
下
氏
は
受
け
入
れ
る
外

国
人
の
社
会
保
険
に
つ
い
て

「
法
務
省
か
ら
関
係
機
関
に

情
報
を
提
供
し
て
加
入
促
進

を
図
る
取
り
組
み
や
、
悪
質

な
社
会
保
険
料
滞
納
者
の
在

留
を
認
め
な
い
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

外
国
人
の
社
会
保
険
を

る
政
策
停
滞
な
ど
新
た
な
懸

念
材
料
が
加
わ
っ
た
。
景
気

減
速
感
が
強
ま
れ
ば
、
利
上

げ
ペ
ー
ス
を
遅
ら
せ
る
な
ど

柔
軟
な
政
策
対
応
が
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
声
明
で
は
、

雇
用
は
引
き
続
き
堅
調
で
、

失
業
率
を
前
回
９
月
の
「
低

い
水
準
に
あ
る
」
か
ら
「
低

下
し
た
」
に
変
更
。
設
備
投

資
は
７
〜
９
月
期
の
実
質
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で

急
減
速
し
た
こ
と
を
反
映
し

「
伸
び
が
緩
や
か
に
な
っ
た
」

と
前
回
の
「
力
強
い
」
か
ら

表
現
を
弱
め
た
。
経
済
を
支

え
る
家
計
支
出
は
変
わ
ら
ず

「
力
強
い
」
と
評
価
し
た
。

　

米
国
で
は
、
貿
易
摩
擦
の

影
響
で
輸
入
品
が
値
上
が
り

し
、
企
業
収
益
も
圧
迫
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
個
人
消
費
に
も

響
く
恐
れ
が
出
て
い
る
。

　

個
人
消
費
は
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
が
今
年
導
入
し
た
大
型

減
税
が
寄
与
し
た
が
、
６

日
の
中
間
選
挙
で
与
党
共
和

党
は
民
主
党
に
下
院
を
奪
わ

れ
、
議
会
で
の
党
派
対
立
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
新

減
税
と
い
っ
た
景
気
浮
揚
策

を
打
ち
出
し
に
く
く
な
る
。

　

１
例
目
は
１
０
月
に
実
施

し
た
。
主
に
細
胞
移
植
に
よ

り
、
脳
内
に
腫
瘍
が
で
き
な

い
か
な
ど
の
安
全
性
を
確
認

す
る
の
が
目
的
で
、
脳
出
血

な
ど
の
有
害
事
象
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

治
験
の
対
象
患
者
は
７

人
。
５
０
〜
６
０
代
で
、
薬

物
治
療
で
十
分
な
効
き
目
が

な
く
、
５
年
以
上
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
再
生
医
療

で
は
、
こ
れ
ま
で
理
化
学
研

究
所
な
ど
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

か
ら
作
っ
た
網
膜
の
細
胞
を

目
に
重
い
病
気
の
あ
る
患
者

に
移
植
す
る
世
界
初
の
臨
床

研
究
を
実
施
。
大
阪
大
は
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
作
っ
た
心
筋

シ
ー
ト
を
重
症
心
不
全
患
者

の
心
臓
に
移
植
し
よ
う
と
計

画
中
。
京
大
は
、
血
液
成
分

「
血
小
板
」
を
難
病
貧
血
患

者
に
輸
血
す
る
臨
床
研
究
計

画
も
進
め
て
い
る
。

音
が
店
内
に
鳴
り
響
き
、
陽

気
な
音
楽
を
か
き
消
し
た
。

発
煙
弾
を
投
げ
付
け
拳
銃
を

乱
射
し
た
男
の
姿
は
見
え
な

か
っ
た
が
、
銃
声
が
鳴
り
響

く
中
、
一
目
散
に
店
外
に
逃

げ
た
。

　

バ
ー
周
辺
で
は
連
邦
捜
査

局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
捜
査
官
や
警

共
同
＝
浜
口
健
】「
銃
声
と

叫
び
声
、
逃
げ
惑
う
人
々
で

地
獄
の
よ
う
だ
っ
た
」。
米

西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
サ
ウ
ザ

ン
ド
オ
ー
ク
ス
の
バ
ー
で
７

日
、
米
社
会
を
震
撼
さ
せ
る

銃
乱
射
が
ま
た
起
き
た
。
一

夜
明
け
た
８
日
、
目
撃
者
が

で
神
経
伝
達
物
質
ド
ー
パ
ミ

ン
を
出
す
神
経
細
胞
が
減

り
、
体
の
こ
わ
ば
り
や
手
足

の
震
え
が
起
こ
る
難
病
で
、

国
内
患
者
は
推
定
約
１
６
万

人
。
根
本
的
な
治
療
法
は
な

い
。

　

治
験
は
京
大
病
院
が
京
大

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
と
連
携

し
て
実
施
。
現
場
の
医
師
が

主
体
と
な
っ
て
安
全
性
や
有

効
性
を
検
証
す
る
医
師
主
導

治
験
と
し
て
進
め
て
い
る
。

計
画
で
は
、
京
大
が
備
蓄
す

る
、
拒
絶
反
応
が
起
き
に
く

い
型
の
他
人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

か
ら
作
っ
た
神
経
細
胞
を
脳

に
移
植
し
、
ド
ー
パ
ミ
ン
を

出
す
神
経
細
胞
を
補
う
。
観

察
期
間
は
２
年
間
を
想
定
。

拒
絶
反
応
を
抑
え
る
た
め
免

疫
抑
制
剤
も
投
与
す
る
。

記者会見する京都大の高橋淳教授（右）ら＝９日午後、
京都市（共同）

「
患
者
の
勇
気
に
敬
意
」

手
術
３
時
間
、
経
過
良
好

　
「
勇
気
と
覚
悟
を
持
っ
て

協
力
し
て
も
ら
っ
た
患
者
に

敬
意
を
表
し
た
い
」。
京
都

大
が
９
日
に
発
表
し
た
人
工

多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
）
を
用
い
た
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
で
世
界
初
と
な
る
移
植

手
術
。
新
た
な
再
生
医
療
の

実
用
化
に
向
け
た
第
一
歩
を

踏
み
だ
し
た
。
担
当
研
究
者

ら
は
患
者
は
術
後
良
好
だ
と

語
り
「
審
判
が
下
る
状
況
で

あ
り
、
厳
粛
な
気
持
ち
だ
」

と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

　

京
大
病
院
で
正
午
か
ら

始
ま
っ
た
記
者
会
見
の
冒

頭
、
執
刀
し
た
菊
池
隆
幸
医

師
が
、
準
備
か
ら
本
番
に
至

官
が
慌
た
だ
し
そ
う
に
現
場

検
証
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

　

バ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
音

楽
イ
ベ
ン
ト
が
日
替
わ
り
で

行
わ
れ
て
い
る
。
事
件
当
時

は
毎
週
恒
例
の
学
生
向
け
の

カ
ン
ト
リ
ー
音
楽
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
、
大
学
生
ら
が
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
。
飲

酒
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
未

成
年
も
入
場
可
能
な
企
画

で
、
多
く
の
若
者
が
集
っ
て

い
た
。

　

米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
に
よ

る
と
、
銃
撃
後
に
自
殺
し

た
イ
ア
ン
・
ロ
ン
グ
容
疑

者
（
２
８
）
も
バ
ー
の
常
連

だ
っ
た
と
い
う
。
昨
年
１
０

月
西
部
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
カ
ン

ト
リ
ー
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
で
５
８
人
が
死
亡
し
た

銃
乱
射
の
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
も
い
た
。

　
「
こ
の
町
は
全
米
有
数
の

治
安
が
良
い
地
域
。
こ
ん
な

悲
劇
が
起
き
る
な
ん
て
」。

人
口
約
１
２
万
人
の
閑
静
な

住
宅
街
に
は
憤
り
と
悲
し
み

る
詳
し
い
流
れ
を
説
明
。
手

術
は
３
時
間
に
及
ん
だ
と
い

い
「
左
側
の
前
頭
部
に
穴
を

開
け
、
合
計
約
２
４
０
万
個

の
細
胞
を
移
植
し
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
手
術
を
終
え
た

後
、
５
０
代
の
男
性
患
者
は

安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
と

い
う
。

　

主
任
研
究
者
の
高
橋
淳
教

授
は
目
標
を
問
わ
れ
る
と

「
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
は
、
薬

を
飲
む
必
要
が
な
い
く
ら
い

に
症
状
が
改
善
す
る
こ
と

だ
」
と
強
調
。「
外
科
医
に

と
っ
て
は
結
果
が
全
て
。
い

よ
い
よ
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
も
の
に
審
判
が
下
る

状
況
だ
」
と
話
し
た
。

　

会
見
は
約
４
５
分
で
終

了
。
高
橋
教
授
ら
は
並
ん
で

写
真
撮
影
に
応
じ
た
際
は
笑

顔
を
見
せ
た
。
報
道
陣
や
病

院
関
係
者
ら
約
６
０
人
が
集

ま
っ
た
。

《
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
》

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病　

脳
の

情
報
伝
達
を
担
う
ド
ー
パ
ミ

ン
を
産
出
す
る
神
経
細
胞
が

減
り
、
震
え
や
運
動
機
能
低

下
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、
意

欲
の
低
下
、
幻
覚
な
ど
が
起

き
る
こ
と
も
あ
る
。
厚
生

労
働
省
の
指
定
難
病
。
主
に

５
０
歳
以
上
で
発
症
し
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
な
り
や
す

い
。
ド
ー
パ
ミ
ン
を
補
充
す

る
薬
物
療
法
が
中
心
だ
が
、

病
気
が
進
行
す
る
と
効
き
に

く
く
な
る
。
根
本
的
な
治
療

法
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

が
広
が
っ
て
い
た
。

　

事
件
現
場
近
く
の
高
校
で

は
、
負
傷
者
を
献
血
で
支
え

よ
う
と
数
百
人
の
住
民
ら
が

長
い
行
列
を
つ
く
っ
た
。
町

中
で
は
半
旗
が
掲
げ
ら
れ

た
。

　

西
部
コ
ロ
ラ
ド
州
の
映
画

館
で
２
０
１
２
年
に
起
き
た

銃
乱
射
で
娘
を
亡
く
し
た
ロ

ニ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
さ
ん

（
７
４
）
は
遺
族
ら
を
励
ま

す
た
め
妻
と
訪
れ
た
。「
中

８日、負傷者らへの献血のため列をつくる市民ら＝
米カリフォルニア州サウザンドオークス（共同）

巡
っ
て
は
、
自
民
党
か
ら
加

入
や
保
険
料
納
付
の
状
況
を

厳
し
く
確
認
す
る
よ
う
求
め

る
声
が
出
て
い
た
。

　

山
下
氏
は
「
日
本
人
と
外

国
人
の
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
環
境
整
備
の
取
り

組
み
を
進
め
、
年
内
に
総
合

的
な
対
応
策
を
取
り
ま
と
め

る
」
と
も
言
及
し
た
。

　

改
正
案
は
衆
参
の
予
算
委

で
既
に
議
論
し
て
お
り
、
野

党
が
受
け
入
れ
対
象
業
種
や

規
模
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
を
批
判
。
政
府
は

近
く
示
す
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
倍
首
相
は
賃
金

不
払
い
な
ど
で
失
踪
者
が
相

次
ぐ
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
問
題
点
を
認
め
、
新
資
格

は
「
日
本
人
と
同
等
の
報
酬

を
確
保
し
、
活
動
状
況
の
的

確
な
把
握
、
指
導
を
行
う
」

と
し
た
。
移
民
政
策
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
に
は
「
新

資
格
を
得
さ
え
す
れ
ば
永
住

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
否
定
し
て
い
る
。

　

改
正
案
に
よ
る
と
、
一
定

技
能
が
必
要
な
業
務
に
就
く

特
定
技
能
１
号
と
、
熟
練
技

能
が
必
要
な
業
務
に
就
く
２

号
の
在
留
資
格
を
新
設
。
１

号
は
在
留
期
限
が
通
算
５
年

で
家
族
帯
同
を
認

惨
劇
の
様
子

を
証
言
し
た
。

　

事
件
の
瞬

間
、
店
内
に

い
た
大
学
生

サ
ン
ト
ス
・

ツ
ム
さ
ん

（
２
５
）
は

「
こ
う
し
て
生

き
て
話
し
て

い
る
の
が
信

じ
ら
れ
な
い
」

と
興
奮
気
味

に
振
り
返
っ

た
。
ソ
ー
ダ

を
飲
ん
で
い

た
と
こ
ろ
耳

を
つ
ん
ざ
く

よ
う
な
銃
撃

間
選
挙
で
躍
進
を
果
た
し
た

野
党
民
主
党
に
厳
格
な
銃
規

制
実
現
に
向
け
て
期
待
し
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

米
国
で
は
今
年
１
０
月

２
７
日
に
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
堂

で
、
今
月
２
日
に
南
部
フ
ロ

リ
ダ
州
の
ヨ
ガ
教
室
で
銃
に

よ
る
殺
害
事
件
が
起
き
た
。

米
メ
デ
ィ
ア
は
「
悲
惨
な
銃

犯
罪
が
２
週
続
い
た
」
と
強

調
し
た
。
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勢
い
づ
く
州
知
事
当
選
勢

の
交
通
局
長
や
、
州
と
契

約
し
て
い
た
下
請
け
企
業

ト
ッ
プ
の
人
事
権
を
授
け
ら

れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

２
０
１
１
年
か
ら
１
４
年

ま
で
の
間
に
、
少
な
く
と
も

５
４
５
０
万
レ
ア
ル
が
動
い

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

１
０
人
の
州
議
以
外
に

も
、
現
、
元
職
の
州
交
通
局

長
や
、
現
職
の
州
政
府
高
官

な
ど
、
１
２
人
に
逮
捕
状
が

出
た
。
な
お
、フ
ェ
ル
ナ
ン
ド・

ペ
ゾ
ン
現
知
事
は
捜
査
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
。

　

合
計
２
２
人
に
は
、
犯
罪

組
織
加
担
、
資
金
洗
浄
、
贈

収
賄
な
ど
の
嫌
疑
が
か
け
ら

れ
て
い
る
。

　

カ
ル
ロ
ス
・
ア
ギ
ア
ー
ル

検
事
は
、「
リ
オ
州
議
会
は

〃
賄
賂
王
国
〃
と
化
し
て
し

ま
い
、
容
疑
者
ら
は
政
治
的

利
益
の
た
め
に
『
あ
ん
た
に

は
こ
れ
。
俺
は
こ
っ
ち
』
と

州
を
切
り
刻
む
よ
う
な
勝
手

な
取
引
を
し
て
い
た
」
と
断

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
次
期
聖
州
知
事
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
９
日
、

同
党
党
首
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
と
昼
食
会
を
行
い
、
ド
リ
ア
氏
が
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
実
権
を
握
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
で
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
へ
の
支
持
も
表
明
し
や
す
く
な
っ
た
。
９
日

付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

し
合
う
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
氏
の
側
近
に
よ
る

と
、
ド
リ
ア
氏
は
既
に
、
テ

メ
ル
政
権
で
都
市
相
も
務

め
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
下
議
を
次
の
党
首
に
推

す
意
向
の
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
ド
リ
ア
氏
は
「
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
正
式
に
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
新
政
権
を
支
持
す
る

と
は
言
わ
な
い
」
が
、「
伯

国
を
支
援
す
る
と
い
う
点
で

は
合
意
に
至
っ
た
」
と
語
っ

た
。
こ
れ
は
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
が
国

政
で
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
政
権

が
打
ち
出
し
て
く
る
政
策
を

支
持
す
る
可
能
性
が
出
て
き

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
、
カ
ル
ド
ー

ゾ
元
大
統
領
を
は
じ
め
、
党

重
鎮
に
「
党
本
来
の
社
会
民

主
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
」

と
し
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を

嫌
悪
す
る
人
た
ち
が
多
く
、

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
も
大
統
領
選

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
政
見

放
送
で
同
氏
へ
の
徹
底
批
判

を
行
っ
て
い
た
。
そ
う
い
っ

た
経
緯
も
あ
り
、
党
幹
部
の

間
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

　

現
在
、
次
期
政
権
の
組
閣

に
忙
し
い
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
。
そ

ん
な
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
自
宅

に
８
日
、
思
わ
ぬ
客
が
訪
れ

た
。
そ
の
人
は
ロ
ベ
ル
ト
・

レ
イ
。「
ド
ト
ー
ル
・
レ
イ
」

の
異
名
を
取
る
美
容
整
形
外

科
で
、
こ
れ
ま
で
も
数
多
く

で
は
野
党
に
回
り
た
い
と
す

る
意
見
が
強
い
。

　

だ
が
、
党
内
全
体
で
は
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ド

リ
ア
氏
は
９
日
に
、
１
０
月

の
知
事
選
で
当
選
を
果
た
し

た
、
南
大
河
州
の
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
・
レ
イ
テ
氏
、
南
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
レ
イ
ナ

ウ
ド
・
ア
ザ
ン
ブ
ー
ジ
ャ
氏

と
共
に
話
し
合
い
を
持
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
へ
の
接
近
の
意
志
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
氏
は
「
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
政
権
を
支
持
す
る
の
で
は

な
く
、
伯
国
を
良
く
す
る
た

め
の
勢
力
に
加
わ
り
た
い
の

だ
」
と
語
り
、
レ
イ
テ
氏
は

「
今
は
〃
政
界
の
主
役
〃
の

座
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
場
合

で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ド
リ
ア
氏
は
聖
州
知
事
選

ア
ウ
キ
ミ
ン
は
党
首
早
期
辞
任
？

罪
し
て
い
る
。

　

最
も
大
き
な
利
益
を
得
て

い
た
の
は
、
１
６
０
０
万
レ

を
得
た
と
さ
れ
る
ジ
ョ
ル
ジ
・

ピ
ッ
シ
ア
ー
ニ
元
州
議
会
議
長

（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
だ
。

　

合
計
１
４
０
０
万
レ
を
懐

に
入
れ
て
い
た
パ
ウ
ロ
・
メ
ロ

元
州
議
は
、
月
額
９
０
万
レ

の
〃
小
遣
い
〃
も
受
け
取
っ

て
お
り
、
カ
ブ
ラ
ウ
元
州
知

事
か
ら
の
小
遣
い
を
横
流
し

す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
と
、
検
察
は

見
て
い
る
。

　

１
０
月
の
選
挙
で
、
得
票

数
７
位
で
再
選
さ
れ
た
ア
ン

ド
レ
・
コ
レ
ア
州
議
（
民
主

党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
は
、
３
０
回

以
上
、不
正
な
金
を
受
け
取
っ

て
い
た
事
が
発
覚
し
て
い
る
。

　

新
た
に
逮
捕
さ
れ
た
７
人

の
〃
金
庫
番
〃
だ
っ
た
、
カ

ル
ロ
ス
・
ミ
ラ
ン
ダ
氏
が
行
っ

た
報
奨
付
供
述
に
基
づ
い
て

い
る
。

　

計
１
０
人
の
州
議
に
は
、

カ
ブ
ラ
ウ
氏
が
リ
オ
州
の
知

事
だ
っ
た
時
代
に
、
元
知
事

の
意
向
に
沿
っ
た
投
票
を
議

会
で
行
い
、
見
返
り
に
金
銭

を
受
け
取
っ
て
い
た
疑
い
が
か

け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
見
返
り
」
と
し
て
、
州

　

連
邦
警
察
は
８
日
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作

戦
か
ら
派
生
し
た
フ
ル
ナ
・

ダ
・
オ
ン
サ
作
戦
を
決
行
。

７
人
の
リ
オ
州
議
員
を
５

日
間
の
期
限
付
で
逮
捕
し
た

上
、
す
で
に
他
の
捜
査
で
拘

束
さ
れ
て
い
た
停
職
中
の
州

議
員
３
人
（
自
宅
禁
錮
１
人

を
含
む
）
に
も
、
新
た
に
逮

捕
状
を
出
し
た
と
９
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
作
戦
は
、
セ
ル
ジ

オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
元
リ
オ
州
知

事
（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

カ
ブ
ラ
ウ
の
意
に
沿
い
議
会
で
投
票

ミ
ナ
ス
州
現
副
知
事
ら
逮
捕

５
人
は
再
選
さ
れ
た
ば
か
り

の
州
議
は
全
員
、
１
０
月
の

選
挙
に
出
馬
、
５
人
が
再
選

を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
中
に

は
、
名
門
の
エ
ス
コ
ー
ラ・
デ・

サ
ン
バ
、マ
ン
ゲ
イ
ラ
の
会
長
、

シ
キ
ー
ニ
ョ
（
キ
リ
ス
ト
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
も
含
ま
れ

て
い
る
。
シ
キ
ー
ニ
ョ
は
７
４

件
の
不
当
な
人
事
を
行
っ
て
い

た
他
、
１
４
年
の
マ
ン
ゲ
イ

ラ
の
パ
レ
ー
ド
の
費
用
と
し

て
不
当
に
得
た
３
０
０
万
レ

を
使
っ
た
疑
い
が
も
た
れ
て
い

る
。

　

レ
ナ
ー
タ
・
バ
チ
ス
タ
検

事
は
、「
州
政
府
と
州
議
会

が
結
託
し
て
私
腹
を
肥
や
し

た
せ
い
で
、
州
財
政
は
破
綻

し
、
監
査
機
関
も
機
能
不
全

に
陥
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
現
職
の
州
交
通
局

長
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
、
９

日
に
発
行
さ
れ
る
は
ず
だ
っ

た
書
類
は
全
て
滞
り
、
大
混

乱
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

賛
に
値
す
る
」
と
答
え
た
。

こ
れ
は
、
党
の
将
来
に
つ
い

て
の
ド
リ
ア
氏
の
意
向
を
、

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
呑
ん
だ
こ

と
を
意
味
す
る
よ
う
だ
。

　

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
大
統
領

選
で
敗
れ
た
後
、
党
内
部
で

は
責
任
を
問
う
声
が
あ
が
っ

て
お
り
、
昨
年
１
２
月
に
就

任
し
た
同
党
党
首
の
座
に
関

し
て
も
、「
２
年
の
任
期
を

待
た
ず
に
辞
職
す
べ
き
」
と

突
き
上
げ
る
勢
力
も
出
て
き

て
い
た
。
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は

既
に
、
党
規
に
従
っ
て
来
年

５
月
に
党
大
会
を
行
う
意
向

を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
で
党

役
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
見

込
み
だ
。
同
党
役
員
は
２
２

日
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
会
合
を

開
き
、
党
大
会
の
日
程
を
話

逮捕されたアンドレ・コレア州議は、１０月の
統一選で再選されたばかりだ（Tomaz Silva / 
Ag.Brasil）

ボウソナロ氏とドリア氏（Twitter）

党
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
支
持
の
可
能
性
も

カピトゥ作戦

の
一
次
投
票
前
に
、
大
統
領

候
補
に
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ボ

ウ
ソ
ド
リ
ア
」
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
で
、
党
聖
州
支
部
で
反
発

を
呼
び
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
自

身
か
ら
も
「
裏
切
り
も
の
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

の
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、
自
身

の
番
組
ま
で
持
っ
て
い
た
ほ

ど
の
有
名
人
だ
。
そ
の
「
レ

イ
先
生
」
の
目
的
は
、
自
身

の
次
期
政
権
の
保
健
相
へ
の

ア
ピ
ー
ル
。
こ
の
行
為
が

一
般
、
芸
能
の
両
方
面
の

ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
と
な
っ

た
。
あ
る
時
期
、ネ
ッ
ト
で
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を
慕
っ
て
政

界
入
り
し
た
ポ
ル
ノ
男
優
の

ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
フ

ロ
ッ
タ
氏
が
「
文
化
相
就
任

か
」
と
い
う
話
が
冗
談
込
み

で
流
れ
て
い
た
が
、
こ
の
手

の
売
り
込
み
は
ま
だ
続
き
そ

う
な
気
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
海
岸
部
や
リ
オ
州
、

ミ
ナ
ス
州
の
一
部
は
、
７
日

〜
９
日
に
豪
雨
を
記
録
。
リ

オ
州
で
は
７
日
か
ら
８
日
に

１
０
０
ミ
リ
前
後
の
雨
を
見

た
地
域
が
多
く
、
２
４
時
間

の
間
に
１
１
月
の
月
間
平
均

降
水
量
を
超
え
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
か
。
同
州
で
は
各

地
で
冠
水
が
起
き
、
バ
ス
が

水
に
浮
く
光
景
や
土
砂
崩
れ

な
ど
も
見
ら
れ
た
。
リ
オ
市

防
災
局
に
は
１
０
０
件
以
上

も
の
苦
情
の
電
話
が
寄
せ
ら

れ
、
同
局
が
対
応
に
追
わ
れ

た
。
春
か
ら
夏
は
貯
水
の
こ

と
を
考
え
る
と
雨
は
ほ
し
い

が
、
ほ
ど
ほ
ど
が
い
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
全
国
選
手
権

も
、
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
６

節
。
２
位
と
の
勝
ち
点
差
５

で
早
く
優
勝
を
決
め
た
い
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
は
、
明
日
１
１

日
、
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
で

ア
ト
レ
チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
と

対
戦
。
な
ん
と
か
リ
ベ
ル
タ

ド
ー
レ
ス
杯
出
場
圏
（
６
位

以
内
）
を
確
保
し
た
い
４
位

サ
ン
パ
ウ
ロ
は
イ
タ
ケ
ラ
で

コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
と
。
後
半

戦
不
調
で
ま
さ
か
の
２
部
降

格
を
避
け
た
い
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
も
負
け
ら
れ
な
い
。

　

農
業
用
小
型
飛
行
機
が
３

日
に
麻
州
の
森
の
中
に
墜
落

し
た
が
、
操
縦
士
は
命
を
と

り
と
め
、
７
日
に
な
っ
て

救
出
さ
れ
た
と
９
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

救
出
さ
れ
た
の
は
マ
イ

コ
ン
・
エ
ス
テ
ベ
ス
さ
ん

（
２
７
）
で
、
３
日
に
ト
カ

ン
チ
ン
ス
州
の
ポ
ル
ト
・
ナ

シ
オ
ナ
ル
市
を
出
発
し
、
麻

州
ア
ル
タ
・
フ
ロ
レ
ス
タ
市

に
向
か
っ
て
い
る
途
中
に
消

息
を
絶
っ
た
。

　

発
見
さ
れ
た
の
は
麻
州

州
都
の
ク
イ
ア
バ
市
か
ら

６
０
０
キ
ロ
離
れ
た
ペ
イ

シ
ョ
ッ
ト
・
デ
・
ア
ゼ
ヴ
ェ
ー

ド
地
方
の
森
の
中
。
エ
ス
テ

ベ
ス
さ
ん
は
４
日
間
も
身
動

き
が
取
れ
な
い
状
態
で
取
り

残
さ
れ
て
い
た
。

　

エ
ス
テ
ベ
ス
さ
ん
は
目
的

地
に
向
か
う
途
中
で
給
油
し

た
後
、
再
び
飛
び
始
め
た
時

が
、
モ
ー
タ
ー
に
異
変
を
感

じ
た
。
高
度
が
落
ち
始
め
た

の
で
緊
急
着
陸
で
き
る
場
所

を
探
し
た
が
、
見
つ
か
ら

ず
墜
落
。
機
体
は
炎
上
、
エ

ス
テ
ベ
ス
さ
ん
は
脱
出
し
た

が
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
後

に
機
体
は
爆
発
し
た
。

　

消
息
を
絶
っ
て
か
ら
２
時

間
半
後
に
現
場
に
着
い
た
捜

索
隊
の
一
人
は
「
地
元
の
農

家
も
爆
発
音
を
聞
き
、
現
場

に
駆
け
つ
け
た
が
、
機
体
の

残
骸
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

捜
索
隊
は
、
血
の
跡
が
な

か
っ
た
た
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

は
逃
げ
る
事
が
出
来
た
と
考

え
た
が
、
現
場
付
近
で
は
操

縦
士
を
発
見
で
き
ず
、
捜
索

を
続
け
て
い
た
。

　

一
方
、
エ
ス
テ
ベ
ス
さ
ん

は
し
ば
ら
く
森
の
中
を
歩
い

た
が
、
途
中
で
力
尽
き
、
水

路
の
脇
で
横
た
わ
り
、
祈
り

な
が
ら
助
け
を
待
っ
た
。
エ

ス
テ
ベ
ス
さ
ん
が
森
の
中
を

歩
い
て
い
る
途
中
に
落
と
し

た
紙
切
れ
が
決
め
手
に
な

り
、
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

エ
ス
テ
ベ
ス
さ
ん
は
頭
部
を

負
傷
、
火
傷
も
負
っ
た
上
に

脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
い
た

た
め
、
８
日
夜
、
ソ
コ
ー
ロ

市
の
病
院
の
集
中
治
療
室
に

移
送
さ
れ
た
が
、
命
に
は
別

状
は
な
い
と
い
う
。

　

連
邦
警
察
と
国
税
庁
が
９

日
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

（
Ｌ
Ｊ
）
関
連
の
カ
ピ
ト
ゥ

作
戦
を
５
州
で
敢
行
、
ミ
ナ

ス
州
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ン

ド
ラ
ー
デ
副
知
事
や
、
Ｊ
Ｂ

Ｓ
の
ジ
ョ
エ
ス
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
社
主
ら
１
６
人
を
一
時
逮

捕
し
た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
ジ
ウ
マ

政
権
下
の
農
牧
供
給
省
（
以

下
、
農
務
省
）
と
下
院
を
巡

る
汚
職
を
扱
う
も
の
で
、
Ｌ

Ｊ
で
は
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）

関
連
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
さ

れ
る
闇
両
替
商
の
ル
シ
オ
・

フ
ナ
ロ
被
告
の
報
奨
付
供
述

を
基
に
し
て
い
る
。

　

連
警
は
６
３
件
の
捜
索
令

状
と
１
９
件
の
逮
捕
令
状
を

手
に
、
９
日
早
朝
か
ら
作
戦

を
執
行
。
２
０
１
３
年
３

月
〜
１
４
年
３
月
に
農
務
相

を
務
め
た
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
現

ミ
ナ
ス
州
知
事
や
、
後
任
で

１
５
年
１
２
月
ま
で
農
務
相

を
務
め
た
ネ
リ
・
ジ
ェ
レ
ル

下
議
、
ジ
ョ
エ
ス
レ
イ
・
バ
チ

ス
タ
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
主
、
リ
カ
ル

ド
・
サ
ウ
ジ
Ｊ
＆
Ｆ
元
役
員

ら
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

当
局
に
よ
る
と
、
ア
ン
ド

ラ
ー
デ
副
知
事
や
ジ
ェ
レ
ル

下
議
は
農
務
相
時
代
、
臓
器

輸
出
規
制
や
抗
寄
生
虫
薬
の

使
用
禁
止
、
食
肉
加
工
業
者

の
監
査
の
連
邦
化
な
ど
に
関

す
る
省
令
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｂ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
に
便
宜
を
図
り
、

見
返
り
と
し
て
賄
賂
を
受
け

取
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
は
ア
ン

ド
ラ
ー
デ
副
知
事
に
、
臓

器
輸
出
の
規
制
関
連
で

２
０
０
万
レ
ア
ル
、
抗
寄

生
虫
薬
の
使
用
禁
止
関
連
で

５
０
０
万
レ
ア
ル
を
支
払
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

逮
捕
者
の
中
に
は
、
農
務

省
関
係
者
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
や
Ｊ
＆

Ｆ
の
関
係
者
、
弁
護
士
ら
の

他
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ク
ー

ニ
ャ
元
下
院
議
長
を
含
む
Ｍ

Ｄ
Ｂ
関
係
者
な
ど
の
名
前
が

挙
が
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｄ
Ｂ
関

係
者
は
Ｊ
Ｂ
Ｓ
に
都
合
の
良

い
法
案
の
作
成
、
承
認
に
関

与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
外
に
い
る
な
ど

の
理
由
で
未
逮
捕
の
容
疑
者

の
中
に
は
、
ミ
ナ
ス
州
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
共
同
経

営
者
の
名
前
も
入
っ
て
い
る
。

ミ
ナ
ス
州
で
は
、
二
つ
の
大

型
小
売
店
や
販
売
網
が
資
金

洗
浄
な
ど
の
道
具
と
し
て
使

わ
れ
た
と
い
う
。

　

家
宅
捜
索
令
状
は
、
連
邦

直
轄
区
、
聖
州
、
ミ
ナ
ス
州
、

リ
オ
州
、
パ
ラ
イ
バ
州
、
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
で
執
行
さ
れ

た
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
は
、
政

治
献
金
の
形
で
賄
賂
を
払
っ

て
い
た
と
さ
れ
、
政
治
家
や

政
党
が
受
け
取
っ
た
賄
賂
の

総
額
は
２
２
０
０
万
レ
ア
ル

に
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
の
作
戦
敢
行

の
た
め
の
令
状
は
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
に
あ
る
第
１
地
域
裁
が

出
し
て
い
る
。

　

８
日
に
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
大
統
領
が
指

名
し
た
連
邦
政
府
の
引
継

ぎ
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
、
先
住

民
の
女
性
が
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
９
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

引
継
ぎ
ス
タ
ッ
フ
は
６
日

に
男
性
２
８
人
が
指
名
、
公

表
さ
れ
た
後
、
８
日
に
女
性

４
人
が
指
名
さ
れ
た
。
そ
の

中
に
先
住
民
で
陸
軍
勤
務
の

シ
ウ
ヴ
ィ
ア
・
ノ
ブ
レ
・
ワ

イ
ア
ピ
氏
（
４
２
）
が
入
っ

て
い
た
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
陸
軍
に

勤
務
す
る
同
氏
は
、
陸
軍
初

の
先
住
民
の
女
性
隊
員
で
、

２
０
１
６
年
か
ら
は
陸
軍
中

央
病
院
で
フ
ィ
ジ
オ
セ
ラ

ピ
ー
と
リ
ハ
ビ
リ
の
分
野
の

部
長
を
務
め
て
い
る
。

　

ワ
イ
ア
ピ
氏
は
陸
軍
に
勤

め
る
前
、
路
上
生
活
も
経
験

し
て
お
り
、
本
の
販
売
員
、

女
優
な
ど
の
経
歴
も
あ
る
。

　

今
回
の
同
氏
の
起
用
は
、

か
ね
て
か
ら
女
性
蔑
視
者
と

い
わ
れ
、
さ
ら
に
「
先
住
民

居
住
地
な
ど
１
平
方
セ
ン
チ

た
り
と
も
増
や
さ
せ
な
い
」

と
の
先
住
民
差
別
発
言
に
よ

り
、
最
高
裁
で
被
告
に
な
り

そ
う
に
な
っ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
指
名
さ
れ
た
４
人
の

女
性
の
内
、
軍
関
係
者
は
２

人
だ
。
も
う
１
人
は
消
防
士

で
、
残
り
の
１
人
は
経
済
学

で
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月9日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7381  R$
買　3.7363  R$

円相場
売　0.0329  R$
買　0.0328  R$

ＰＳＤＢの実権掌握か
　

ド
リ
ア
氏
は
聖
市
内
の
ブ

ラ
ジ
ル
料
理
店
で
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏
と
２
時
間
ほ
ど
話
し
た

後
、「
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
は
相

変
わ
ら
ず
広
い
心
と
高
い
志

を
持
っ
た
人
で
、
尊
敬
と
賞

事
故
か
ら
４
日
後
に
操
縦
士
発
見

落
と
し
た
紙
切
れ
手
が
か
り
に

農
務
省
や
下
院
巡
る
汚
職
で

ドリア
リオ州ＬＪ作戦

１
０
人
の
州
議
に
逮
捕
状

（２）２０１８年 第５１２１号 １１月 １０日 （土曜日）

麻 州

引
継
ぎ
ス
タ
ッ
フ
に
先
住
民
女
性

差
別
主
義
の
印
象
払
拭
目
的
？

ボウソナロ



　
「
国こ

く

際さ
い

人じ
ん

」
で
は
な
く
「
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
を
目め

指ざ

そ
う
、

と
い
う
の
が
、
弊へ

い

誌し

の
２
０
年ね

ん

来ら
い

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うだ
が
、
過か

去こ

４
０

年ね
ん

間か
ん

で
１
１
年ね

ん

を
欧お

う

米べ
い

で
過す

ご
し
、
業

ぎ
ょ
う

務む

、
学が

っ

会か
い

、
観か

ん

光こ
う

な

ど
で
５
大た

い

陸り
く

、
３
２
カ
国こ

く

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
現げ

ん

在ざ
い

、
そ
の
確か

く

信し
ん

は

ま
す
ま
す
強つ

よ

ま
る
ば
か
り
だ
。

　
「
国こ

く

際さ
い

人じ
ん

」
と
は
、
文も

字じ

通ど
お

り
「
国く

に

と
国く

に

と
の
際き

わ

に
い
る

人ひ
と

」
と
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
人ひ

と

は
難な

ん

民み
ん

で
し
か
な
い
。
人ひ

と

は
誰だ

れ

し
も
母ぼ

国こ
く

を
持も

っ
て
お
り
、
母ぼ

国こ
く

へ
の
愛あ

い

情じ
ょ
うが
そ
の
人ひ

と

の
根ね

っ

こ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
根ね

っ
こ
の
あ
る
人ひ

と

々び
と

が
、
お

国く
に

ぶ
り
を
発は

っ

揮き

し
つ
つ
交ま

じ

わ
っ
て
い
る
の
が
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
あ
っ

て
、
根ね

無な

し
草ぐ

さ

の
人に

ん

間げ
ん

が
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え
て
飛と

び
回ま

わ
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

弊へ
い

誌し

の
も
う
一ひ

とつ
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
、
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
か
な
ら
ず
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
通つ

う

用よ
う

す
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
「
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」

と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
事こ

と

だ
。
た
と
え
ば
、
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』［
Ａ
］
の
中な

か

で
、
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

に
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
た
が
、
国こ

く

内な
い

で
「
軍ぐ

ん

神し
ん

」
と
も
呼よ

ば
れ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

に
、
ア
メ
リ
カ
の
青せ

い

年ね
ん

従じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

記き

者し
ゃ

が
い
か
に
深ふ

か

い
敬け

い

愛あ
い

の
念ね

ん

を
抱い

だ

い
た
か
、
が
そ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
問も

ん

題だ
い

は
、「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と
は
ど
の
よ
う
な
人に

ん

間げ
ん

な
の
か
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
最さ

い

近き
ん

、
自じ

分ぶ
ん

の
「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
度ど

を
測そ

く

定て
い

す
る
テ
ス
ト
を
考こ

う

案あ
ん

し
た
。
そ
れ
は
簡か

ん

便べ
ん

な

も
の
で
、
次つ

ぎ

の
４
首し

ゅ

の
歌う

た

の
う
ち
、
ど
れ
か
一ひ

と
つ
で
も
心こ

こ
ろに
響ひ

び

く
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
の
心こ

こ
ろを
持も

っ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
責せ

き

務む

２０１８年
ねん

８月
がつ

１８日
か

版
ばん

て
い
る
、
と
判は

ん

断だ
ん

す
る
。

人ひ
と

々び
と

の
年と

し

月つ
き

か
け
て
作つ

く

り
来き

し
な
り
は
ひ
（
注

ち
ゅ
う

：
生な

り

業わ
い

）
の

地ち

に
灰は

い

厚あ
つ

く
積つ

む

　（
雲う

ん

仙ぜ
ん

・
普ふ

賢げ
ん

岳だ
け

の
噴ふ

ん

火か

で
、
農の

う

民み
ん

が
長な

が

年ね
ん

か
け
て
作つ

く
っ
て

き
た
田た

畑は
た

に
暑あ

つ

く
火か

山ざ
ん

灰ば
い

が
積つ

も
っ
た
光こ

う

景け
い

に
）

な
ゐ
（
注

ち
ゅ
う

：
地じ

震し
ん

）
を
の
が
れ
戸こ

外が
い

に
過す

ご

す
人ひ

と

々び
と

に
雨あ

め

降ふ

る

さ
ま
を
見み

る
は
悲か

な

し
き
　

　（
阪は

ん

神し
ん

・
淡あ

わ

路じ

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
際さ

い

に
）

め
し
ひ
（
盲め

し
い）
つ
つ
住す

む
人ひ

と

多お
お

き
こ
の
園え

ん

に
風か

ぜ

運は
こ

び
こ
よ
木き

の

香か

花は
な

の
香か

　

　（
ハ
ン
セ
ン
病

び
ょ
う

療り
ょ
う

養よ
う

施し

設せ
つ

・
多た

磨ま

善よ
し

生お

園え
ん

に
て
）

移う
つ

り
住す

む
国く

に

の
民た

み

と
し
老お

い
た
ま
ふ
君き

み

ら
が
歌う

た

ふ
さ
く
ら
さ
く

ら
と
　

　（
米べ

い

国こ
く

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

引い
ん

退た
い

者し
ゃ

ホ
ー
ム
に
て
）

　

前ぜ
ん

節せ
つ

で
引い

ん

用よ
う

し
た
歌う

た

の
最さ

い

初し
ょ

の
２
首し

ゅ

は
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
御ぎ

ょ

製せ
い

、
あ
と
の
２
首し

ゅ

は
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

の
御お

歌う
た

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

国こ
く

民み
ん

の
苦く

る

し
み
や
悲か

な

し
み
に
対た

い

し
て
深ふ

か

い
共

き
ょ
う

感か
ん

を
寄よ

せ
ら
れ
た

御お

歌う
た

で
あ
る
。

　

そ
の
共

き
ょ
う

感か
ん

か
ら
、思お

も

い
や
り
や
利り

他た

の
心こ

こ
ろが
生し

ょ
うじ
る
こ
と
を
、

弊へ
い

誌し

１
０
６
７
号ご

う「
最さ

い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

の
心こ

こ
ろ」［
Ｂ
］

や
１
０
７
１
号ご

う

「
最さ

い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

心し
ん

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

」

［
Ｃ
］
で
述の

べ
た
。

　

そ
こ
で
大だ

い

事じ

な
事こ

と

は
、「
利り

他た

心し
ん

は
伝で

ん

染せ
ん

す
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
皇こ

う

室し
つ

の
利り

他た

心し
ん

が
国こ

く

民み
ん

に
伝で

ん

染せ
ん

し
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り

の
国こ

く

民み
ん

が
互た

が

い
の
た
め
に
尽つ

く
す
、
そ
う
い
う
相そ

う

互ご

の
利り

他た

心し
ん

の
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
、
わ
が
国く

に

は
世せ

界か
い

史し

の
中な

か

で
も
特と

く

筆ひ
つ

す
べ

き
発は

っ

展て
ん

を
遂と

げ
て
き
た
。

　

東
ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
も
示し

め

さ
れ
た
よ
う
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
思お

も

い

や
り
、
利り

他た

心し
ん

の
強つ

よ

さ
は
世せ

界か
い

で
も
冠か

ん

た
る
も
の
が
あ
る
が
、

前ぜ
ん

節せ
つ

の
４
首し

ゅ

の
短た

ん

歌か

の
い
ず
れ
か
一ひ

と
つ
に
感か

ん

じ
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
あ
な
た
の
心し

ん

中ち
ゅ
うに
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
い
共

き
ょ
う

感か
ん

能の
う

力り
ょ
くが
潜ひ

そ

ん
で

い
る
こ
と
を
示し

め

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」と
は
、

他た

者し
ゃ
へ
の
豊ゆ

た

か
な
共

き
ょ
う

感か
ん

能の
う

力り
ょ
くを
持も

ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利り

他た

心し
ん

を
持も

つ
人に

ん

間げ
ん

の
こ
と
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
共

き
ょ
う

感か
ん

能の
う

力り
ょ
くや
利り

他た

心し
ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
み
に
限か

ぎ

ら
な

い
か
ら
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
も
、
そ
の
人ひ

と

の
母ぼ

国こ
く

語ご

で
こ
れ
ら
の
歌う

た

の

訳や
く

を
示し

め

さ
れ
れ
ば
、感か

ん

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と
は
「
良よ

き
人に

ん

間げ
ん

」
と
い
う
事こ

と

に
も
な
る
。

「
良よ

き
人に

ん

間げ
ん

」
ど
う
し
は
、
国こ

っ

境き
ょ
うや
文ぶ

ん

化か

を
超こ

え
て
、
共

き
ょ
う

感か
ん

し
、

助た
す

け
あ
う
事こ

と

が
で
き
る
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』

［
Ｄ
］
で
は
、
日に

本ほ
ん

の
皇こ

う

室し
つ

が
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

以い

来ら
い

、
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

へ
の
祈い

の

り
を
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
き
た
事こ

と

を
述の

べ
た
。
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

と
は
皇こ

う

室し
つ

の
血ち

筋す
じ

が
代だ

い

々だ
い

継け
い

承し
ょ
うさ
れ
て
き
た
こ
と
を
示し

め

す
が
、

そ
れ
は
同ど

う

時じ

に
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
願ね

が

う
祈い

の

り
の
代だ

い

々だ
い

の
継け

い

承し
ょ
うで

も
あ
っ
た
。

　

神じ
ん

武む

天て
ん

皇の
う

は
大や

ま

和と

地ち

方ほ
う

に
辿た

ど

り
つ
か
れ
て
、
橿か

し

原わ
ら

の
地ち

に

都み
や
こを
造つ

く

る
と
の
詔

み
こ
と
の
りを
発は

っ

せ
ら
れ
た
。
そ
の
中な

か

で
「
元お

お

元み
た
か
らを
鎮し

ず

む
べ
し
」
と
言い

わ
れ
て
い
る
。

　
「
元お

お

元み
た
か
ら」
と
は
人じ

ん

民み
ん

で
あ
り
、
そ
れ
を
「
お
お
み
た
か

ら
（
大お

お

御み

宝た
か
ら）」
と
読よ

ん
で
い
る
。
大お

お

御み

宝た
か
らで
あ
る
国こ

く

民み
ん

を

「
鎮し

ず

」
め
る
事こ

と

、
す
な
わ
ち
人ひ

と

々び
と

が
安あ

ん

心し
ん

し
て
暮く

ら
せ
る
よ

う
に
し
よ
う
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

を
計は

か

る
こ
と

が
、
皇こ

う

室し
つ

が
目め

指ざ

さ
れ
た
最さ

い

重じ
ゅ
う

要よ
う

の
任に

ん

務む

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
は
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

が
、
こ
の
国こ

く

土ど

、
す
な
わ
ち
葦あ

し

原は
ら
の

中な
か
つ

国く
に

は
「
い
た
く
さ
や
ぎ
て
有あ

り
な
り
（
と
て
も
騒さ

わ

が
し

い
）」
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

を
受う

け
て
、
天て

ん

孫そ
ん

を
降こ

う

臨り
ん

さ
せ
、
そ
の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

が
東と

う

征せ
い

に
よ
っ
て
、
国く

に

を
鎮し

ず

め
た
の
で
あ

る
。

　

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
説せ

つ

に
よ
れ
ば
、
高た

か

天ま
が

原は
ら

と
は
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

に
東と

う

北ほ
く

・
関か

ん

東と
う

に
あ
っ
た
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の
こ
と

で
あ
り
、
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

１
０
世せ

い

紀き

頃ご
ろ

か
ら
気き

候こ
う

が
寒か

ん

冷れ
い

化か

し
、
そ

れ
ま
で
東と

う

北ほ
く

・
関か

ん

東と
う

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
い
た
人じ

ん

口こ
う

が
西に

し

日に

本ほ
ん

に
移い

動ど
う

し
始は

じ

め
た
。
ま
た
大た

い

陸り
く

で
は
周

し
ゅ
う

王お
う

朝ち
ょ
うが
崩ほ

う

壊か
い

し
、
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

戦せ
ん

国ご
く

時じ

代だ
い

を
通つ

う

じ
て
、
大た

い

陸り
く

か
ら
半は

ん

島と
う

を
伝つ

た
っ
て
西に

し

日に

本ほ
ん
へ
の
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

が
増ふ

え
た
。

　

そ
う
し
た
人じ

ん

口こ
う

移い

動ど
う

に
よ
る
混こ

ん

乱ら
ん

を
抑お

さ

え
る
べ
く
敢か

ん

行こ
う

さ
れ

１
．「
良よ

き
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
度ど

の
テ
ス
ト

た
の
が
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

で
あ
っ
た
。
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
東と

う

征せ
い

と
は
、
西に

し

日に

本ほ
ん

で
多お

お

く
の
部ぶ

族ぞ
く

や
難な

ん

民み
ん

が
せ
め
ぎ
合あ

っ
て
「
い
た
く
さ
や
ぎ

て
有あ

り
な
り
」
と
い
う
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
処と

こ
ろ
を

得え

て
、
安あ

ん

心し
ん

し
て
「
一ひ

とつ
屋や

根ね

の
家か

族ぞ
く

」
の
よ
う
に
仲な

か

良よ

く
暮く

ら
し
て
い
く
「
和わ

」
の
世せ

界か
い

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

か
ら
１
２
６
代だ

い

、
来ら

い

年ね
ん

、
即そ

く

位い

さ
れ
る
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
、
こ
の
皇こ

う

室し
つ

の
伝で

ん

統と
う

を
強つ

よ

く
意い

識し
き

さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
平へ

い

成せ
い

２
９
（
２
０
１
７
）
年ね

ん

２
月が

つ

に
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う

な
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

は
お
こ
と
ば
の
中な

か

で
「
天て

ん

皇の
う

の
務つ

と

め
と
し
て
、

何な
に

よ
り
も
ま
ず
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

と
幸し

あ
わせ
を
祈い

の

る
こ
と
を
大た

い

切せ
つ

に

考か
ん
がえ
て
来き

ま
し
た
が
、
同ど

う

時じ

に
事こ

と

に
あ
た
っ
て
は
、
時と

き

と
し
て

人ひ
と

々び
と

の
傍か

た
わら
に
立た

ち
、
そ
の
声こ

え

に
耳み

み

を
傾か

た
むけ
、
思お

も

い
に
寄よ

り
添そ

う
こ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
と
考か

ん
がえ
て
来き

ま
し
た
」
と
述の

べ
ら
れ
ま

し
た
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

　
こ
の
よ
う
な
考か

ん
がえ
は
、
都み

や
こを
離は

な

れ
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ

た
過か

去こ

の
天て

ん

皇の
う

も
同ど

う

様よ
う

に
強つ

よ

く
お
持も

ち
で
い
ら
っ
し
や
っ
た
よ

う
で
す
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）

　
災さ

い

害が
い

や
疫え

き

病び
ょ
うの
流

り
ゅ
う

行こ
う

に
対た

い

し
て
、
般は

ん

若に
ゃ

心し
ん

経ぎ
ょ
うを
写し

ゃ

経き
ょ
うし
て

奉ほ
う

納の
う

さ
れ
た
例れ

い

は
、
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

に
疫え

き

病び
ょ
うの
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

が
あ
っ
た

折お
り

の
嵯さ

峨が

天て
ん

皇の
う

を
始は

じ

め
、
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

の
後ご

嵯さ

峨が

天て
ん

皇の
う

、
伏ふ

し

見み

天て
ん

皇の
う

、
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

の
北ほ

く

朝ち
ょ
うの
後ご

光こ
う

厳げ
ん

天て
ん

皇の
う

、
室む

ろ

町ま
ち

時じ

代だ
い

の

後ご

花は
な

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

、
後ご

土つ
ち

御み

門か
ど

天て
ん

皇の
う

、
後ご

柏か
し
わ

原ら

天て
ん

皇の
う

、
そ
し
て
、

今い
ま

お
話は

な

し
し
た
後ご

奈な

良ら

天て
ん

皇の
う

な
ど
が
挙あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

、
こ
う
し
た
先せ

ん

人じ
ん

の
な
さ
り
よ
う
を
心こ

こ
ろに
と
ど
め
、

国こ
く

民み
ん

を
思お

も

い
、
国こ

く

民み
ん

の
た
め
に
祈い

の

る
と
と
も
に
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が

ま
さ
に
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
国こ

く

民み
ん

に
常つ

ね

に
寄よ

り
添そ

い
、

人ひ
と

々び
と

と
共と

も

に
喜よ

ろ
こび
、
共と

も

に
悲か

な

し
む
、
と
い
う
こ
と
を
続つ

づ

け
て
い

き
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
の
伝で

ん

統と
う

を
継け

い

承し
ょ
うす
べ
く
、
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

も
強つ

よ

く
決け

つ

意い

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

考か
ん
が
え
て
み
れ
ば
、
１
２
５
代だ

い

も
皇こ

う

位い

が
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
き
た

の
は
、
単た

ん

な
る
自し

然ぜ
ん

現げ
ん

象し
ょ
うで
は
な
い
。
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

が
自し

然ぜ
ん

に

「
続つ

づ

い
て
き
た
」
の
で
は
な
く
、
代だ

い

々だ
い

の
国こ

く

民み
ん

の
努ど

力り
ょ
くに
よ
っ
て

「
続つ

づ

け
ら
れ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。

　

思お
も

え
ば
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

の
最さ

い

大だ
い

の
危き

機き

の
一ひ

と
つ
が
先さ

き

の
敗は

い

戦せ
ん

だ
っ

た
。
君く

ん

主し
ゅ

国こ
く

が
大お

お

き
な
戦せ

ん

争そ
う

に
負ま

け
れ
ば
、
そ
の
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

は

滅ほ
ろ

び
る
と
い
う
の
が
、
歴れ

き

史し

の
通つ

う

例れ
い

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第だ

い

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
思お

も

い
や
り
、

                           

利り

他た

心し
ん

の
強つ

よ

さ

（３） ２０１８年第５１２１号 	１１月	１０日	（土曜日）

乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

神
じん

武
む

天
てん

皇
のう

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

で
負ま

け
た
ド
イ
ツ
で
は
、
皇こ

う

帝て
い

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世せ

い

が
オ
ラ
ン
ダ
に
亡ぼ

う

命め
い

し
て
、
帝て

い

政せ
い

が
崩ほ

う

壊か
い

し
た
。

　

同ど
う

時じ

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝て

い

国こ
く

を
６
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

統と
う

治ち

し
て
き
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家け

の
支し

配は
い

が
終お

わ
り
、

帝て
い

国こ
く

そ
の
も
の
が
四し

分ぶ
ん

五ご

裂れ
つ

と
な
っ
た
。
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
連れ

ん

合ご
う

軍ぐ
ん

側が
わ

と
ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

側が
わ

に
分わ

か
れ
て
内な

い

戦せ
ん

に
陥

お
ち
い
っ
て
い
た
イ
タ

リ
ア
は
、
戦せ

ん

後ご

、
国こ

く

民み
ん

投と
う

票ひ
ょ
うに
よ
っ
て
王お

う

政せ
い

廃は
い

止し

が
決き

ま
り
、

ウ
ン
ベ
ル
ト
２
世せ

い

は
国こ

く

外が
い

追つ
い

放ほ
う

と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
君く

ん

主し
ゅ

は
政せ

い

治じ

的て
き

権け
ん

力り
ょ
くを
振ふ

る
っ
て
い
た
た
め
、
敗は

い

戦せ
ん

の
責せ

き

任に
ん

を
負お

っ
て
、
そ
の
立た

ち

場ば

を
追お

わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

は
そ
の
利り

他た

心し
ん

か
ら
国こ

く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の

中ち
ゅ
う

核か
く

で
は
あ
っ
て
も
、
実じ

っ

際さ
い

に
政せ

い

治じ

的て
き

権け
ん

力り
ょ
くを
振ふ

る
っ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
無な

か
っ
た
。
国こ

く

民み
ん

も
歴れ

き

代だ
い

の
天て

ん

皇の
う

の
利り

他た

の
祈い

の

り

を
恩お

ん

に
感か

ん

じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、戦せ

ん

況き
ょ
うが
著

い
ち
じ
るし
く
悪あ

っ

化か

し
て
も
、

無む

条じ
ょ
う

件け
ん

降こ
う

伏ふ
く

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
、
天て

ん

皇の
う

統と
う

治ち

に
対た

い

し
て
何な

ん

ら
保ほ

証し
ょ
うを

与あ
た

え
な
い
米べ

い

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

に
対た

い

し
て
、
徹て

っ

底て
い

抗こ
う

戦せ
ん

し
た

の
だ
っ
た
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
ソ
連れ

ん

が
天て

ん

皇の
う

制せ
い

廃は
い

止し

を
目も

く

論ろ

ん
だ
が
、
そ
ん
な

事こ
と

を
す
れ
ば
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

土ど

に
叛は

ん

乱ら
ん

が
起お

き
て
、
占せ

ん

領り
ょ
う

政せ
い

策さ
く

が
頓と

ん

挫ざ

す
る
事こ

と

を
恐お

そ

れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
そ
れ
を
阻は

ば

ん
だ
。
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
沖お

き

縄な
わ

を
除の

ぞ

く
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
８
年ね

ん

半は
ん

か
け

て
国こ

く

民み
ん

の
激げ

き

励れ
い

に
回ま

わ

ら
れ
た
が
、
石い

し

一ひ
とつ
投な

げ
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
、
た
だ
た
だ
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
歓か

ん

迎げ
い

を
受う

け
た
。［
Ｅ
，　

Ｐ

２
１
３
］

　

ま
さ
に
国こ

く

民み
ん

が
皇こ

う

室し
つ

を
お
守ま

も

り
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
努ど

力り
ょ
くが
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
皇こ

う

室し
つ

の
国こ

く

民み
ん

の
た
め
の
祈い

の

り
を
国こ

く

民み
ん

自じ

身し
ん

が
尊と

う
とい
も
の
と
考か

ん
が
え
、

そ
の
国く

に

の
姿す

が
た
を
先せ

ん

祖ぞ

か
ら
受う

け
つ
ぎ
、
子し

孫そ
ん

に
伝つ

た

え
よ
う
と
、

努ど

力り
ょ
くし
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
の

万ば
ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

が
、
国こ

く

民み
ん

を
し
て
血け

っ

統と
う

の
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

を
護ご

持じ

さ
せ

て
き
た
と
言い

え
る
。

　

そ
し
て
皇こ

う

室し
つ

の
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

の
祈い

の

り
に
応こ

た

え
て
、
代だ

い

々だ
い

の
国こ

く

民み
ん

が
努ど

力り
ょ
くし
て
、
み
な
が
一ひ

と
つ
屋や

根ね

の
家か

族ぞ
く

の
よ
う
に
幸し

あ
わせ
に
暮く

ら
せ
る
国こ

っ

家か

を
築き

ず

い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
幸こ

う

福ふ
く

な

国こ
っ

家か

に
生う

ま
れ
た
わ
れ
わ
れ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
は
、
当と

う

然ぜ
ん

、
そ
の
恩お

ん

に
報む

く

い
る
責せ

き

務む

が
あ
る
。
そ
の
責せ

き

務む

に
は
、
縦た

て

軸じ
く

と
横よ

こ

軸じ
く

の
２

種し
ゅ

類る
い

が
あ
る
と
考か

ん
が
え
る
。

　

ま
ず
縦た

て

軸じ
く

の
責せ

き

務む

と
は
、
先せ

ん

祖ぞ

代だ
い

々だ
い

、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

の
な

し
て
き
た
恩お

ん

に
報む

く

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
先せ

ん

祖ぞ

の

努ど

力り
ょ
くの
跡あ

と

を
史し

実じ
つ

を
持も

っ
て
辿た

ど

り
、
そ
の
恩お

ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
、
そ
の

努ど

力り
ょ
くを
継け

い

承し
ょ
うし
て
少す

こ

し
で
も
よ
り
良よ

い
国く

に

に
し
て
、
子し

孫そ
ん

に
渡わ

た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一い

ち

日に
ち

１
ド
ル
以い

下か

で
生せ

い

活か
つ

せ
ざ
る
を
得え

な
い
貧ま

ず

し
い
人ひ

と

々び
と

が

何な
ん

億お
く

人に
ん

も
い
る
中な

か

で
、
涼す

ず

し
い
エ
ア
コ
ン
の
下も

と

で
好す

き
な
本ほ

ん

を

読よ

み
、
お
い
し
い
も
の
を
食た

べ
、
政せ

い

府ふ

を
批ひ

判は
ん

し
て
も
ビ
ク
ビ

ク
す
る
必ひ

つ

要よ
う

は
な
く
、
安あ

ん

心し
ん

し
て
街ま

ち

を
歩あ

る

け
る
、
こ
ん
な
平へ

い

和わ

で
豊ゆ

た

か
な
暮く

ら
し
が
出で

来き

る
の
は
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

の
お
陰か

げ

で

あ
る
。

　

旅た
び

に
出で

れ
ば
美う

つ
くし
い
自し

然ぜ
ん

を
楽た

の

し
み
、
豊ゆ

た

か
な
土と

地ち

の
食た

べ

物も
の

を
賞

し
ょ
う

味み

で
き
る
。
本ほ

ん

を
読よ

め
ば
、
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うや
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
りな

ど
自じ

国こ
く

の
古こ

典て
ん

、
さ
ら
に
は
世せ

界か
い

の
す
ぐ
れ
た
書し

ょ

物も
つ

を
母ぼ

国こ
く

語ご

で
読よ

む
こ
と
が
で
き
る
。
葛か

つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

の
絵か

い

画が

や
、
運う

ん

慶け
い

の
彫ち

ょ
う

刻こ
く

な
ど
、
我わ

れ

ら
が
先せ

ん

祖ぞ

は
世せ

界か
い

的て
き

な
傑け

っ

作さ
く

も
残の

こ

し
て
く
れ

て
い
る
。

　

美う
つ
く
し
い
自し

然ぜ
ん

、
豊ゆ

た

か
な
文ぶ

ん

化か

、
温あ

た
た
か
い
社し

ゃ

会か
い

、
高た

か

い
生せ

い

活か
つ

水す
い

準じ
ゅ
んを
味あ

じ

わ
え
る
の
は
、
こ
れ
ら
を
大だ

い

事じ

に
育そ

だ

て
て
き
た
我わ

が

先せ
ん

人じ
ん

た
ち
の
努ど

力り
ょ
くの
お
か
げ
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
よ

く
知し

っ
て
、
そ
の
恩お

ん

に
報む

く

い
る
よ
う
、
我わ

れ

々わ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
場ば

で
心

こ
こ
ろ

掛が

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

横よ
こ

軸じ
く

の
責せ

き

務む

と
は
、
こ
の
恵め

ぐ

ま
れ
た
国く

に

に
生う

ま
れ
た
幸こ

う

福ふ
く

を

少す
こ

し
で
も
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

に
分わ

か
ち
合あ

う
こ
と
で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

が

日に

本ほ
ん

で
生う

ま
れ
た
の
は
、
純

じ
ゅ
ん

粋す
い

な
幸こ

う

運う
ん

で
あ
る
。
生う

ま
れ
た
と

こ
ろ
が
少す

こ

し
ず
れ
て
い
れ
ば
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
餓が

死し

し
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
汚お

職し
ょ
く

官か
ん

僚り
ょ
うた
ち
に
搾さ

く

取し
ゅ

さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

あ
る
人に

ん

間げ
ん

は
た
ま
た
ま
日に

本ほ
ん

に
生う

ま
れ
て
恵め

ぐ

ま
れ
た
環か

ん

境
き
ょ
う

で
育そ

だ

ち
、
別べ

つ

の
人に

ん

間げ
ん

は
恵め

ぐ

ま
れ
な
い
国く

に

に
生う

ま
れ
て
、
苦く

難な
ん

の

人じ
ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
な
ん
と
不ふ

公こ
う

平へ
い

な

事こ
と

だ
ろ
う
。
そ
う
考か

ん
が
え
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
自じ

分ぶ
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を

多た

少し
ょ
うな
り
と
も
他た

国こ
く

の
人ひ

と

々び
と

に
分わ

か
ち
与あ

た

え
る
「
分ぶ

ん

福ふ
く

」
の

姿し

勢せ
い

を
持も

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

す
で
に
わ
が
国く

に

は
世せ

界か
い

の
多お

お

く
の
国く

に

々ぐ
に
へ
の
経け

い

済ざ
い

援え
ん

助じ
ょ

、
自じ

衛え
い

隊た
い

や
青せ

い

年ね
ん

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

隊た
い

に
よ
る
汗あ

せ

を
流な

が

す
貢こ

う

献け
ん

活か
つ

動ど
う

、

現げ
ん

地ち

で
の
企き

業ぎ
ょ
う

進し
ん

出し
ゅ
つに
よ
る
雇こ

用よ
う

の
創そ

う

出し
ゅ
つや
良

り
ょ
う

質し
つ

な
商

し
ょ
う

品ひ
ん

サ
ー
ビ
ス
の
提て

い

供き
ょ
うな
ど
を
通つ

う

じ
て
、
国こ

っ

家か

と
し
て
の
「
分ぶ

ん

福ふ
く

」

は
相そ

う

当と
う

程て
い

度ど

行お
こ
な
っ
て
い
る
。
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
調

ち
ょ
う

査さ

で
は
、
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

に
良よ

い
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
て
い
る
国く

に

の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一い

ち

例れ
い

と
し
て
『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』
で
は
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
后き

さ
き
・
昭

し
ょ
う

憲け
ん

皇こ
う

太た
い

后ご
う

が
、
そ

れ
ま
で
の
赤せ

き

十じ
ゅ
う

字じ

が
戦せ

ん

時じ

の
傷

し
ょ
う

病び
ょ
う

兵へ
い

の
み
を
対た

い

象し
ょ
うに
し
た
救

き
ゅ
う

護ご

活か
つ

動ど
う

を
し
て
い
た
の
を
、
災さ

い

害が
い

救き
ゅ
う

援え
ん

や
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

対た
い

策さ
く

な
ど

「
平へ

い

時じ

救き
ゅ
う

護ご

事じ

業ぎ
ょ
う」
に
大お

お

き
く
広ひ

ろ

げ
る
こ
と
を
提て

い

案あ
ん

さ
れ
た

事こ
と

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

昭
し
ょ
う

憲け
ん

皇こ
う

太た
い

后ご
う

は
同ど

う

時じ

に
１
０
万ま

ん

円え
ん

、
現げ

ん

在ざ
い

価か

値ち

に
し
て

３
億お

く

５
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

を
寄き

付ふ

さ
れ
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
委い

員い
ん

は
深ふ

か

い
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
て
、
こ
の
基き

金き
ん

を
「
昭

し
ょ
う

憲け
ん

皇こ
う

太た
い

后ご
う

基き

金き
ん

」
と
名な

付づ

け
た
。
こ
の
基き

金き
ん

に
は
、
そ
の
後ご

も
皇こ

う

室し
つ

、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

、
明め

い

治じ

神じ
ん

宮ぐ
う

が
寄き

付ふ

を
続つ

づ

け
、
１
０
０
余よ

年ね
ん

後ご

の
今こ

ん

日に
ち

ま
で
各か

っ

国こ
く

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

活か
つ

動ど
う
へ
の
助じ

ょ

成せ
い

を
続つ

づ

け
て
い
る
。

　
日ひ

の
も
と
の
う
ち
に
あ
ま
り
て
い
つ
く
し
み
外と

つ

國く
に

ま
で
も
お

よ
ぶ
御み

代よ

か
な

　（
日に

本ほ
ん

か
ら
溢あ

ふ

れ
出で

た
慈い

つ
くし
み
が
外が

い

国こ
く

に
ま
で
及お

よ

ぶ
御み

代よ

と

な
っ
た
こ
と
だ
）

　

昭
し
ょ
う

憲け
ん

皇こ
う

太た
い

后ご
う

の
御お

歌う
た

で
あ
る
。
国こ

く

内な
い

で
培

つ
ち
か
っ
て
き
た
利り

他た

心し
ん

を
海か

い

外が
い

に
ま
で
発は

っ

揮き

す
る
こ
と
で
、
そ
の
利り

他た

心し
ん

は
外が

い

国こ
く

に
ま

で
伝で

ん

染せ
ん

す
る
。
現げ

ん

実じ
つ

に
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
は
、
今い

ま

ま
で
援え

ん

助じ
ょ

を
受う

け
た
多お

お

く
の
発は

っ

展て
ん

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

か
ら
も
、
お
返か

え

し
の
寄き

付ふ

金き
ん

が
寄よ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

皇こ
う

室し
つ

の
利り

他た

心し
ん

が
伝で

ん

染せ
ん

し
て
、
代だ

い

々だ
い

の
国こ

く

民み
ん

の
努ど

力り
ょ
くで
築き

ず

か
れ
た
こ
の
幸こ

う

福ふ
く

な
国く

に

に
生う

ま
れ
た
我わ

れ

々わ
れ

に
は
、
そ
の
恩お

ん

に
報む

く

い
る
責せ

き

務む

が
あ
る
。

４
．
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

の
決け

つ

意い

７
．
横よ

こ

軸じ
く

の
責せ

き

務む

５
．
皇こ

う

室し
つ

を
お
守ま

も

り
し
て
き
た
国こ

く

民み
ん

３
．「
元お

お

元み
た
か
ら

を
鎮し

ず

む
べ
し
」

６
．
縦た

て

軸じ
く

の
責せ

き

務む

８
．
自じ

分ぶ
ん

の
一い

ち

隅ぐ
う

を
照て

ら
す

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

国こ
く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
６
７) 

最さ
い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

の
心

こ
こ
ろ

Ｃ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
７
１) 

最さ
い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

心ご
こ
ろの
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

Ｄ
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い 

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

３
０

　
こ
の
縦た

て

軸じ
く

と
横よ

こ

軸じ
く

の
責せ

き

務む

を
い
か
に
果は

た
す
の
か
。
自じ

分ぶ
ん

に

は
到と

う

底て
い

そ
ん
な
力ち

か
らは
な
い
、と
思お

も

う
人ひ

と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
我わ

れ

々わ
れ

の
た
め
の
言こ

と

葉ば

を
最さ

い

澄ち
ょ
うが
残の

こ

し
て

い
る
。「
一い

ち

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う

、
万ば

ん

燈と
う

照し
ょ
う

国こ
く

」
で
あ
る
。
一い

っ

本ぽ
ん

の
ロ
ウ
ソ

ク
は
ほ
ん
の
一い

ち

隅ぐ
う

し
か
照て

ら
せ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
ロ
ウ
ソ

ク
が
１
万ま

ん

本ぼ
ん

も
集あ

つ

ま
れ
ば
国こ

っ

家か

を
も
照て

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
意い

味み

だ
。

　

我わ
れ

々わ
れ

一ひ
と

人り

ひ
と
り
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
家か

庭て
い

や
職

し
ょ
く

場ば

、
地ち

域い
き

な
ど

ほ
ん
の
片か

た

隅す
み

し
か
照て

ら
せ
な
い
。
し
か
し
そ
の
片か

た

隅す
み

を
照て

ら
せ

る
の
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
外ほ

か

に
は
い
な
い
。

　

利り

他た

心し
ん

は
伝で

ん

染せ
ん

す
る
、
と
は
、
一い

っ

本ぽ
ん

の
ろ
う
そ
く
の
灯ひ

が
、

隣と
な
りの
ろ
う
そ
く
に
燃も

え
移う

つ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

に
灯ひ

が
広ひ

ろ

が
っ
て
、
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

が
そ
れ
ぞ
れ
の
片か

た

隅す
み

を
照て

ら
す

よ
う
に
な
れ
ば
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

が
明あ

か

る
く
な
る
。
そ
の
国く

に

の
灯ひ

が

世せ

界か
い

の
国く

に

に
伝つ

た

わ
っ
て
、
世せ

界か
い

が
明あ

か

る
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
の

よ
う
な
生い

き
方か

た

を
示し

め

す
の
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
責せ

き

務む

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】



前ぜ
ん

夜や

祭さ
い

で
再さ

い

会か
い

、旧き
ゅ
う

交こ
う

温あ
た
た

め
る

「
街ま

ち

は
変か

わ
っ
た
が
、気き

持も

ち
そ
の
ま
ま
」

式
しき
典
てん
で挨
あい
拶
さつ
する田

た
呂
ろ
丸
まる
会
かい
長
ちょう

さっそうと登
とう
場
じょう
したくまモンは、婦

ふ
人
じん
部
ぶ
バックダンサーと共

とも
に舞

ぶ
台
たい
で

「くまモン体
たい
操
そう
」を披

ひ
露
ろう

来
らい
賓
ひん
とともにケーキカットをして万

ばん
歳
ざい
をする田

た
呂
ろ
丸
まる
会
かい
長
ちょう

くまモンのプロモーション戦
せん
略
りゃく
を講
こう
演
えん
する小

お
野
の
副
ふく
知
ち
事
じ

茶
さ
道
どう
肥
ひ
後
ご
古
こ
流
りゅう
のお点

て
前
まえ
をたのしむ出

しゅっ
席
せき
者
しゃ
の皆
みな
さん

挨
あい

拶
さ つ

する熊
くま

本
も と

日
に っ

伯
ぱ く

協
きょう

会
か い

の河
かわ

村
む ら

邦
く に

比
ひ

児
こ

会
か い

長
ちょう

留
りゅう

学
が く

生
せ い

・研
けん

修
しゅう

生
せ い

ＯＢと記
き

念
ねん

撮
さ つ

影
え い

パ
ラ
ー
州し

ゅ
う

か
ら
駆か

け
つ
け
た
北き

た

伯は
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
宮み

や

川が
わ

市い
ち

夫お

夫ふ

妻さ
い

　

小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

は
、
蒲か

ば

島し
ま

郁い
く

夫お

知ち

事じ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代だ

い

読ど
く

。
そ
の
中な

か

で
、
熊く

ま

本も
と

地じ

震し
ん

の
際さ

い

の
励は

げ

ま
し
と
義ぎ

援え
ん

金き
ん

に

対た
い

し
「
県け

ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
お
礼れ

い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
、

甚じ
ん

大だ
い

な
被ひ

害が
い

を
受う

け
た
熊く

ま

本も
と

城じ
ょ
うも
雄ゆ

う

姿し

を
取と

り
戻も

ど

し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
伝つ

た

え
、
交こ

う

流
り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
貢こ

う

献け
ん

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

と
し

て
「
く
ま
モ
ン
」
を
特と

く

派は

し

た
と
説せ

つ

明め
い

、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
益ま

す

々ま
す

の
発は

っ

展て
ん

を
祈き

念ね
ん

し
た
。

　

森も
り

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
うは
「
昨さ

く

晩ば
ん

の
前ぜ

ん

夜や

祭さ
い

で
は
温あ

た
た
か
い
も

て
な
し
を
受う

け
た
。
こ
れ
ま

で
の
関か

ん

係け
い

を
さ
ら
に
発は

っ

展て
ん

さ

せ
、
友ゆ

う

好こ
う

の
絆き

ず
なを
深ふ

か

め
た
い
」

と
の
べ
た
。
植う

え

松ま
つ

副ふ
く

市し

長ち
ょ
うは

「
ぜ
ひ
熊く

ま

本も
と

に
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
、

復ふ
っ

興こ
う

の
実じ

つ

情じ
ょ
うを
見み

に
来き

て
ほ

し
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

田た

辺な
べ

同ど
う

市し

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
うは
「
皆み

な

さ
ま
は
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
な

が
ら
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
精せ

い

神し
ん

を
堅け

ん

持じ

さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル

国こ
く

民み
ん

か
ら
深ふ

か

い
信し

ん

頼ら
い

を
勝か

ち

取と

っ
た
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
、
郷

き
ょ
う

土ど

来ら
い

訪ほ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

熊く
ま

本も
と

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

の
河か

わ

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
う（
熊く

ま

本も
と

日に
ち

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
は
、
１
７
年ね

ん

前ま
え

の
会か

い

館か
ん

落ら
く

成せ
い

式し
き

以い

来ら
い

の
訪ほ

う

伯は
く

だ
と
し
、

「
素す

晴ば

ら
し
い
発は

っ

展て
ん

を
さ
れ

た
こ
と
に
心こ

こ
ろ
か
ら
敬け

い

意い

を
表

あ
ら
わ

し
ま
す
」
と
の
喜よ

ろ
こ

び
の
メ
ッ

　

式し
き

典て
ん

後ご

、
別べ

っ

室し
つ

で
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い

が
行お

こ
なわ
れ
、
小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

や
森も

り

浩こ
う

二じ

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、

田た

呂ろ

丸ま
る

会か
い

長ち
ょ
う「
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
存そ

ん

続ぞ
く

を
」

５
４
５
４
人人に

ん
に
ん

のの
大大
型型
慶慶
祝祝
団団
迎迎
ええ

　

小お

野の

泰た
い

輔す
け

熊く
ま

本も
と

県け
ん

副ふ
く

知ち

事じ

は
３
日か

午ご

後ご

、
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ

パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
「
く
ま
モ
ン

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦せ

ん

略り
ゃ
く」
を

テ
ー
マ
に
講こ

う

演え
ん

、
く
ま
モ
ン

本ほ
ん

人に
ん

も
登と

う

場じ
ょ
うし
て
大お

お

い
に
話わ

題だ
い

を
振ふ

り
ま
い
た
。

　

く
ま
モ
ン
が
多お

お

く
の
賞し

ょ
う
を

総そ
う

な
め
に
す
る
破は

竹ち
く

の
躍や

く

進し
ん

を
続つ

づ

け
る
秘ひ

密み
つ

は
、
県け

ん

の
普ふ

及き
ゅ
う

戦せ
ん

略り
ゃ
くに
あ
っ
た
。
本ほ

ん

来ら
い

こ

　

ブ
ラ
ジ
ル
熊く

ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
田た

呂ろ

丸ま
る

哲て
つ

次じ

会か
い

長ち
ょ
う）
の
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

（
小お

山や
ま

田だ

祥さ
ち

雄お

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
が
聖せ

い

市し

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で
４
日か

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
母ぼ

県け
ん

か
ら
は
小お

野の

泰た
い

輔す
け

副ふ
く

知ち

事じ

、
森も

り

浩こ
う

二じ

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
松ま

つ

田だ

三さ
ぶ

郎ろ
う

県け
ん

議ぎ

、
植う

え

松ま
つ

浩こ
う

二じ

熊く
ま

本も
と

市し

副ふ
く

市し

長ち
ょ
う、
田た

辺な
べ

正ま
さ

信の
ぶ

同ど
う

市し

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
うら
を
始は

じ

め
、
熊く

ま

本も
と

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

（
河か

わ

村む
ら

邦く
に

比ひ

児こ

会か
い

長ち
ょ
う）
一い

っ

行こ
う

２
０
人に

ん

、
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

顕け
ん

彰し
ょ
う「
イ
ッ
ペ
イ
の
会か

い

」（
米よ

ね

原は
ら

尋ひ
ろ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
一い

っ

行こ
う

９
人に

ん

ら
５
４
人に

ん

の
大お

お

型が
た

使し

節せ
つ

団だ
ん

が
慶け

い

祝し
ゅ
くに
訪お

と
ず
れ
た
。
郷

き
ょ
う

土ど

が
誇ほ

こ

る
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
も
蒲か

ば

島し
ま

郁い
く

夫お

知ち

事じ

の
特と

く

任に
ん

を
受う

け
て
派は

遣け
ん

さ
れ
、
会か

い

場じ
ょ
うに
集あ

つ

ま
っ
た
会か

い

員い
ん

や
家か

族ぞ
く

ら
約や

く

２
５
０
人に

ん

を
喜よ

ろ
こ
ば
せ
、
場ば

を
大お

お

い
に
盛も

り
上あ

げ
た
。

セ
ー
ジ
を
贈お

く

る
と
同ど

う

時じ

に
、

「
母ぼ

国こ
く

日に

本ほ
ん

を
慈い

つ
く

し
む
心

こ
こ
ろ

を
、
県け

ん

人じ
ん

の
皆み

な

さ
ん
か
ら
学ま

な

ば
な
け
れ
ば
」
と
語か

た

り
、
秋あ

き

岡お
か

廣ひ
ろ

宣の
ぶ

熊く
ま

本も
と

放ほ
う

送そ
う

会か
い

長ち
ょ
う、

幸こ
う

田だ

亮り
ょ
う

一い
ち

熊く
ま

本も
と

学が
く

園え
ん

大だ
い

学が
く

学が
く

長ち
ょ
う、
中な

か

原は
ら

康や
す

彦ひ
こ

熊く
ま

本も
と

空く
う

港こ
う

ビ

　

前ぜ
ん

夜や

祭さ
い

が
３
日か

晩ば
ん

、
ニ
ッ

ケ
イ
パ
ラ
セ
・
ホ
テ
ル
で
行

お
こ
な

熊
くま

本
もと

県
けん

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

６０周
しゅう

年
ねん

祝
いわ

う

　

ま
ず
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

歌か

を
斉せ

い

唱し
ょ
う、
先せ

ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

に
黙も

く

祷と
う

を
捧さ

さ

げ

た
後あ

と

、
田た

呂ろ

丸ま
る

会か
い

長ち
ょ
うが
あ
い

さ
つ
に
立た

ち
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

来ら
い

伯は
く

を
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。
熊く

ま

本も
と

か
ら
の

移い

民み
ん

総そ
う

数す
う

は
２
万ま

ん

３
５
７
５

人に
ん

と
全ぜ

ん

国こ
く

１
位い

の
移い

民み
ん

大た
い

県け
ん

で
あ
り
、
そ
の
数か

ず

に
相

ふ
さ
わ

応
し

い
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
の
活か

つ

躍や
く

を
し
、
熊く

ま

本も
と

地じ

震し
ん

で
は
合ご

う

計け
い

１
２
０
０
万ま

ん

円え
ん

の
義ぎ

援え
ん

金き
ん

を

送お
く

っ
た
こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

。「
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

制せ
い

度ど

は
、

県け
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
恒こ

う

久き
ゅ
う

的て
き

な

交こ
う

流り
ゅ
うの
要か

な
め
な
の
で
、
ぜ
ひ
存そ

ん

続ぞ
く

し
て
欲ほ

し
い
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし

た
。

ル
デ
ィ
ン
グ
常

じ
ょ
う

務む

ら
錚そ

う

々そ
う

た

る
地じ

元も
と

財ざ
い

界か
い

人じ
ん

の
一い

っ

行こ
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
側が

わ

か
ら
は
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

は
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが

山や
ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
うの
挨あ

い

拶さ
つ

を
代だ

い

読ど
く

し
た
。

　

父ち
ち

が
熊く

ま

本も
と

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
飯い

い

星ぼ
し

ワ
ル
テ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

は
、
子こ

供ど
も

時じ

代だ
い

に
初は

つ

訪ほ
う

日に
ち

し
た
時と

き

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披ひ

露ろ
う

。
父ち

ち

の

実じ
っ

家か

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
ら
「
８
７

歳さ
い

の
祖そ

母ぼ

が
家い

え

の
前ま

え

で
、
手て

に
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

を
も
っ
て
待ま

っ
て
い

た
。
私わ

た
しは
子こ

供ど
も

だ
っ
た
が
一ひ

と

口く
ち

飲の

み
、
郷

き
ょ
う

土ど

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

を

実じ
っ

感か
ん

し
た
」
と
語か

た

っ
た
。
母は

は

が
熊く

ま

本も
と

県け
ん

二に

世せ
い

の
西に

し

本も
と

エ
リ

オ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

も
「
母は

は

は
８
０

で
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

し
た
吉よ

し

里ざ
と

タ

ミ
ー
さ
ん
は
、「
熊く

ま

本も
と

に
住す

ん

で
い
た
と
き
の
思お

も

い
出で

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
忘わ

す

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

わ
た
し

の
夢ゆ

め

が
叶か

な

え
ら
れ
ま
し
た
。

私わ
た
しに
と
っ
て
熊く

ま

本も
と

県け
ん

は
、
私

わ
た
し

の
家い

え

と
同お

な

じ
で
す
。
こ
こ
に
い

る
皆み

な

様さ
ま

に
も
、
熊く

ま

本も
と

へ
旅り

ょ

行こ
う

に
行い

く
こ
と
を
お
勧す

す

め
し
ま

す
」
と
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うな
日に

本ほ
ん

語ご

で
話は

な

し
た
。

　

以い

前ぜ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し

た
農の

う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

な
ど
か
ら

の
祝

し
ゅ
く

電で
ん

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
母ぼ

県け
ん

か
ら
の
来ら

い

賓ひ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交こ

う

換か
ん

し
た
。

県け
ん

か
ら
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
高た

か

原は
ら

長つ
か
ささ
ん
、
高た

か

原は
ら

え
み
子こ

さ

ん
（
二ふ

た

人り

と
も
８
８
歳さ

い

）
に

伝で
ん

達た
つ

さ
れ
、
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

と
し
て

東ひ
が
し

靖や
す
しさ
ん
、
市い

ち

田だ

イ
ツ
子こ

さ
ん
が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
。
市い

ち

田だ

さ
ん
は
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て

「
人じ

ん

生せ
い

で
一い

ち

番ば
ん

感か
ん

激げ
き

し
ま
し

た
。
微び

力り
ょ
くな
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
。

　

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
も
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

と
し
て
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

、
柳

や
な
ぎ

森も
り

優ま
さ
る、
市い

ち

村む
ら

俊し
ゅ
ん

一い
ち
、
武た

け

田だ

勝か
つ

喜き

、
右み

ぎ

田た

守も
り

行ゆ
き

、
森も

り

下し
た

義よ
し

春は
る

、
安や

す

永な
が

忠た
だ

邦く
に

、
加か

賀が

山や
ま

エ

レ
ナ
、
間ま

部べ

よ
し
の
、
衛え

藤と
う

千ち

恵え

子こ

、
長な

が

瀬せ

隆た
か
し、
中な

か

川が
わ

義よ
し

則の
り

の
１
２
氏し

が
顕け

ん

彰し
ょ
うさ
れ

た
。

　

安や
す

武た
け

誠ま
こ
とさ
ん
は
閉へ

い

会か
い

の
辞じ

で
「
こ
れ
で
終お

わ
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
５
年ね

ん

後ご

に
向む

け

て
動う

ご

き
始は

じ

め
ま
し
ょ
う
」
と

締し

め
く
く
っ
た
。
そ
の
後ご

、

お
祝い

わ

い
の
踊お

ど

り
が
田た

中な
か

豊ほ
う

渕え
ん

さ
ん
（
熊く

ま

本も
と

）
か
ら
披ひ

露ろ
う

さ

れ
、
長な

が

瀬せ

令れ
い

子こ

さ
ん
ら
が
琴こ

と

で
「
コ
ン
ド
ル
は
飛と

ん
で
ゆ

く
」
を
演え

ん

奏そ
う

、
ケ
ー
キ
カ
ッ

ト
、
乾か

ん

杯ぱ
い

と
続つ

づ

き
、
豪ご

う

華か

な

小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

「
世せ

界か
い

で
活か

つ

躍や
く

始は
じ

め
る
」

く
ま
モ
ン
、南な

ん

米べ
い

に
第だ

い

１
歩ぽ

印し
る

す

の
種し

ゅ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
企き

業ぎ
ょ
うが
自じ

社し
ゃ

製せ
い

品ひ
ん

に
使つ

か

う
場ば

合あ
い

、
県け

ん

が
著ち

ょ

作さ
く

権け
ん

料り
ょ
うを
と
る
。

し
か
し
熊く

ま

本も
と

県け
ん

は
く
ま
モ
ン

関か
ん

連れ
ん

商し
ょ
う

品ひ
ん

の
普ふ

及き
ゅ
う・
拡か

く

大だ
い

戦せ
ん

略り
ゃ
くと
し
て
、
県け

ん

の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
モ
ノ
、
県け

ん

産さ
ん

品ぴ
ん

の

Ｐ
Ｒ
・
販は

ん

促そ
く

に
つ
な
が
る
も

の
に
は
イ
ラ
ス
ト
利り

用よ
う

料り
ょ
うを

無む

料り
ょ
うに
し
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
県け

ん

産さ
ん

品ぴ
ん

を
原げ

ん

材ざ
い

料り
ょ
うに
使つ

か

っ
た
ポ
ッ
キ
ー
や

カ
ル
ビ
ー
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
商

し
ょ
う

品ひ
ん

が
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

に
売う

り
出だ

さ
れ
、
く
ま
モ
ン

の
知ち

名め
い

度ど

が
一い

っ

気き

に
上あ

が
っ

た
。
関か

ん

連れ
ん

商し
ょ
う

品ひ
ん

の
売う

上
り
あ
げ

高だ
か

は
１
１
年ね

ん

に
２
５
億お

く

円え
ん

だ
っ
た
の
が
、
１
７
年ね

ん

に
は

１
４
０
８
億お

く

円え
ん

へ
と
飛ひ

躍や
く

的て
き

に
拡か

く

大だ
い

。
宿

し
ゅ
く

泊は
く

客き
ゃ
く

数す
う

も
増ふ

え

た
。

　

以い

前ぜ
ん

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
ほ

ぼ
動う

ご

き
が
な
か
っ
た
が
、
く

ま
モ
ン
か
ら
変か

わ
っ
た
。
体た

い

操そ
う

を
見み

せ
、
走は

し

り
、
自じ

転て
ん

車し
ゃ

に
乗の

り
る
。
軽け

い

快か
い

な
動う

ご

き
、

豊ゆ
た

か
な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
くが
フ
ァ
ン
の

心こ
こ
ろを
つ
か
ん
だ
。
そ
れ
を
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
発は

っ

信し
ん

し
、
香

ほ
ん
こ
ん

港
、

タ
イ
、
台た

い

湾わ
ん

な
ど
の
ア
ジ
ア

に
も
熱ね

っ

心し
ん

な
フ
ァ
ン
が
広ひ

ろ

が
っ

た
。

　

今こ

年と
し

４
月が

つ

か
ら
く
ま
モ
ン

イ
ラ
ス
ト
の
海か

い

外が
い

利り

用よ
う

解か
い

禁き
ん

の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
進す

す

め
て
お
り
、
知ち

名め
い

度ど

を
さ
ら
に
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

め
る
戦せ

ん

略り
ゃ
くだ
。
そ
の
一い

っ

環か
ん

と
し

て
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
「
く
ま
モ

ン
Ｔ
Ｖ
」動ど

う

画が

を
公こ

う

開か
い

し
、「
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
制せ

い

作さ
く

会が
い

社し
ゃ

と
組く

ん
で
、
く
ま
モ
ン
を
主し

ゅ

役や
く

と
し
た
ア
ニ
メ
の
製せ

い

作さ
く

中ち
ゅ
う。
今こ

年と
し

は
く
ま
モ
ン
が
世せ

界か
い

に
活か

つ

躍や
く

を
始は

じ

め
た
年と

し

」
と
副ふ

く

知ち

事じ

は
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。

　

く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
を

使つ
か

う
希き

望ぼ
う

が
あ
る
当と

う

地ち

企き

業ぎ
ょ
うは
、
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
す

れ
ば
県け

ん

庁ち
ょ
うに
取と

り
次つ

ぐ
と
い

う
。

　

講こ
う

演え
ん

の
あ
と
い
よ
い
よ
、

く
ま
モ
ン
本ほ

ん

人に
ん

が
登と

う

場じ
ょ
う。

１
０
０
人に

ん

余あ
ま

り
の
聴

ち
ょ
う

衆し
ゅ
うを
喜

よ
ろ
こ

ば
せ
、「
く
ま
モ
ン
体た

い

操そ
う

」
を

披ひ

露ろ
う

し
た
後あ

と

、
副ふ

く

知ち

事じ

と
共と

も

に
さ
わ
や
か
に
退た

い

場じ
ょ
う。
最さ

い

後ご

に
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
玄げ

ん

関か
ん

で

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

と
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

に
応お

う

じ
た
。

挨あ
い
拶さ
つ
す
る
森も
り
県け
ん
議ぎ

会か
い
副ふ
く
議ぎ

長
ち
ょ
う

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
くに
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打う

ち
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
歓か

ん

談だ
ん

し
た
。

　

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

に
入は

い

っ
て
か

ら
３
０
年ね

ん

に
な
る
１
０
２
歳さ

い

の
右み

ぎ

田た

守も
り

行ゆ
き

さ
ん
は
、「
協

き
ょ
う

会か
い

名め
い

に
『
交こ

う

流り
ゅ
う』
が
入は

い

っ
て

い
る
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
熊く

ま

本も
と

だ
け
。

誇ほ
こ

り
に
思お

も

っ
て
い
る
。
６
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
て
本ほ

ん

当と
う

に

う
れ
し
い
。
長な

が

生い

き
し
て
よ

か
っ
た
」
と
か
く
し
ゃ
く
と
し

た
様よ

う

子す

。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

の

寒さ
む

野の

正ま
さ

留る

さ
ん
（
７
８
、
二に

世せ
い

）
も
「
若わ

か

い
人ひ

と

が
が
ん
ば
っ

て
く
れ
た
。
昨

き
の
う

日
か
ら
３
０

人に
ん

以い

上じ
ょ
うが
総そ

う

出で

て
手て

伝つ
だ

っ
て

く
れ
て
い
る
」
と
目め

を
細ほ

そ

め

た
。

乾
かん

杯
ぱい

の音
おん

頭
ど

をとった
松
まつ

田
だ

三
さぶ

郎
ろう

県
けん

議
ぎ

歳さ
い

に
な
っ
て
も
毎ま

い

日に
ち

仕し

事ご
と

を
す
る
働は

た
ら
き
者も

の

。
私

わ
た
し

も
そ
の
血ち

を
受う

け
継つ

い

で
い
る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
崇そ

う

城じ
ょ
う

大だ
い

学が
く

わ
れ
、
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

５
４
人に

ん

を

歓か
ん

迎げ
い

す
る
た
め
に
現げ

ん

地ち

会か
い

員い
ん

ら
５
０
人に

ん

余あ
ま

り
が
集あ

つ

ま
り
和な

ご

や
か
に
再さ

い

会か
い

を
楽た

の

し
ん
だ
。

　

会か
い

場じ
ょ
うに
は
肥ひ

後ご

古こ

流り
ゅ
うの
茶ち

ゃ

席せ
き

が
設も

う

け
ら
れ
、
小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

ら
使し

節せ
つ

団だ
ん

の
２
０
人に

ん

ほ
ど

が
接せ

っ

待た
い

を
受う

け
た
。
一い

っ

行こ
う

の

一ひ
と

人り

、
肥ひ

後ご

古こ

流り
ゅ
うの
第だ

い

１
３

代だ
い

家い
え

元も
と

の
小こ

堀ぼ
り

俊と
し

夫お

さ
ん
に

よ
れ
ば
「
利り

休き
ゅ
うの
時じ

代だ
い

の
作さ

法ほ
う

を
そ
の
ま
ま
残の

こ

す
全ぜ

ん

国こ
く

で

も
珍め

ず
らし
い
流

り
ゅ
う

派は

」
と
い
う
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
０
５
年ね

ん

に
同ど

う

家い
え

元も
と

で
３
カ
月げ

っ

間か
ん

、
県け

ん

費ぴ

研け
ん

修し
ゅ
うを
受う

け
た
清き

よ

原は
ら

綾あ
や

子こ

パ
ウ

ラ
さ
ん
（
３
３
、
三さ

ん

世せ
い

）
が

見み

事ご
と

な
お
点て

前ま
え

を
披ひ

露ろ
う

し
、

家い
え

元も
と

も
合ご

う

格か
く

点て
ん

を
出だ

し
た
。

　

清き
よ

原は
ら

さ
ん
は
「
茶さ

道ど
う

に
加く

わ

え
、
お
琴こ

と

、
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
日に

本ほ
ん

語ご

な
ど
幅は

ば

広ひ
ろ

く
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
教お

そ

わ
っ
た
。
あ
の
研け

ん

修し
ゅ
うが

私わ
た
しの
人じ

ん

生せ
い

を
変か

え
ま
し
た
」

と
振ふ

り
か
え
り
、
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
を
込こ

め
て
お
茶ち

ゃ

を
振ふ

る

舞ま

っ
た
と
い
う
。
く
ま
モ
ン
の

図ず

柄が
ら

が
底そ

こ

に
あ
し
ら
わ
れ
た
、

熊く
ま

本も
と

特と
く

産さ
ん

の
特と

く

別べ
つ

な
小

し
ょ
う

代だ
い

焼や

き
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

が
使つ

か

わ
れ
た
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

相そ
う

談だ
ん

役や
く

の
安や

す

武た
け

誠ま
こ
とさ
ん
が
司し

会か
い

を
務つ

と

め
、

「
今け

朝さ

着つ

い
た
方か

た

は
肺は

い

に
日に

本ほ
ん

の
空く

う

気き

が
残の

こ

っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
、
３
回か

い

ぐ
ら
い
深し

ん

呼こ

吸き
ゅ
うし
て
」
と
笑わ

ら

わ
せ
、
場ば

を
や
わ
ら
げ
た
。
小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

は
「
昨さ

く

年ね
ん

頂い
た
だい
た
義ぎ

援え
ん

金き
ん

に
改あ

ら
た

め
て
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
。
一い

っ

歩ぽ

一い
っ

歩ぽ

、
復ふ

っ

興こ
う

し
て
い
る
。

会か
い

の
河か

わ

村む
ら

邦く
に

比ひ

児こ

会か
い

長ち
ょ
うが

「
１
７
年ね

ん

ぶ
り
の
ブ
ラ
ジ
ル
。

ず
い
ぶ
ん
街ま

ち

は
変か

わ
っ
た
が
、

皆み
な

さ
ん
の
温あ

た
た
か
い
気き

持も

ち
は

少す
こ

し
も
変か

わ
っ
て
い
な
い
。
距き

ょ

離り

は
遠と

お

い
が
気き

持も

ち
は
近ち

か

い
」

と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
後あ

と

、
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
と
っ
て
歓か

ん

談だ
ん

の
時じ

間か
ん

と

な
っ
た
。

　

パ
ラ
ー
州

し
ゅ
う

都と

ベ
レ
ン
の
北ほ

く

伯は
く

熊く
ま

本も
と

県け
ん

人じ
ん

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
宮み

や

川が
わ

市い
ち

夫お

（
６
９
）
夫ふ

妻さ
い

も
参さ

ん

加か

。「
今い

ま

で
も
敬け

い

老ろ
う

会か
い

を
兼か

ね
て
新し

ん

年ね
ん

会か
い

を
毎ま

い

年と
し

開か
い

催さ
い

し

て
い
る
。
１
２
０
人に

ん

ぐ
ら
い

集あ
つ

ま
る
」。
県け

ん

人じ
ん

が
１
６
０

家か

族ぞ
く

を
数か

ぞ

え
た
時じ

代だ
い

も
あ
っ

た
が
、
多お

お

く
は
南な

ん

下か

し
、
今い

ま

は
１
２
０
家か

族ぞ
く

程て
い

度ど

。
う
ち

５
０
家か

族ぞ
く

が
会か

い

員い
ん

と
い
う
。

　

１
９
５
５
年ね

ん

に
６
歳さ

い

で
ト

メ
ア
ス
ー
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
宮み

や

川が
わ

さ
ん
。
ピ
メ
ン
タ
に
病

び
ょ
う

気き

が

入は
い

っ
た
の
で
イ
ガ
ラ
ペ
・
ア

ス
ー
に
移う

つ

っ
た
が
、
そ
こ
で

も
や
っ
ぱ
り
病

び
ょ
う

気き

に
。
結け

っ

局
き
ょ
く

８
６
年ね

ん

か
ら
パ
ウ
マ
・
オ
イ

ル
を
植う

え
初は

じ

め
て
、
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

パ
ウ
マ
ー
ザ
を
設せ

つ

立り
つ

。
社し

ゃ

長ち
ょ
うを
１
５
年ね

ん

間か
ん

や
っ
た
後あ

と

、

息む
す

子こ

に
譲ゆ

ず

り
、
現げ

ん

在ざ
い

は
会か

い

長
ち
ょ
う

に
退し

り
ぞ
く
。「
付ふ

近き
ん

で
は
日に

っ

系け
い

、

非ひ

日に
っ

系け
い

合あ

わ
せ
て
７
千せ

ん

町
ち
ょ
う

歩ぶ

、
パ
ウ
マ
・
オ
イ
ル
植う

え

る
一い

ち

大だ
い

産さ
ん

地ち

に
な
っ
た
」
と

胸む
ね

を
張は

っ
た
。

会か
い

場じ
ょ
うで
は
懐な

つ

か
し
そ
う
に

近き
ん

況き
ょ
うを
交こ

う

換か
ん

し
合あ

う
姿す

が
た
が
見み

ら
れ
た
。

Ｏ
Ｂ
と
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い

皆み
な

さ
ん
の
支し

援え
ん

が
力ち

か
ら
に
な
っ
て
い

る
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

す
る

と
、
く
ま
モ
ン
が

登と
う

場じ
ょ
うし
た
。

　

熊く
ま

本も
と

日に
っ

伯ぱ
く

協
き
ょ
う

松ま
つ

田だ

三さ
ぶ

郎ろ
う

県け
ん

議ぎ

、
県け

ん

庁ち
ょ
うの

国こ
く

際さ
い

課か

職し
ょ
く

員い
ん

ら
が
県け

ん

費ぴ

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

Ｏ
Ｂ
と
意い

見け
ん

を
交こ

う

換か
ん

し
た
。
県け

ん

費ぴ

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

は
６
６
年ね

ん

に
始は

じ

ま

り
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に
約や

く

２
５
０

人に
ん

が
母ぼ

県け
ん

で
学ま

な

び
、
帰き

伯は
く

後ご

に
各か

く

界か
い

で
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
。

　

ま
ず
小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

は
「
み

な
さ
ん
は
熊く

ま

本も
と

の
良よ

さ
を

知し

っ
て
い
る
。
多お

お

く
の
人ひ

と

に
そ

の
経け

い

験け
ん

を
伝つ

た

え
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を

盛も

り
上あ

げ
て
く
だ
さ
い
」
と

呼よ

び
か
け
た
。

　

Ｏ
Ｂ
か
ら
は「
最さ

い

初し
ょ

は『
あ

し
ゃ
べ
れ
る
若わ

か

者も
の

が
多お

お

い
。
ぜ

ひ
留

り
ゅ
う

学が
く

要よ
う

件け
ん

に
『
英え

い

語ご

可か

』

を
入い

れ
て
」
と
要よ

う

望ぼ
う

。
小お

野の

副ふ
く

知ち

事じ

は
「
受う

け
入い

れ
先さ

き

に

英え
い

語ご

が
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
大だ

い

学が
く

も
英え

い

語ご

で
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増ふ

え
て

き
た
。
あ
と
は
組く

み
合あ

わ
せ

の
問も

ん

題だ
い

で
は
」
と
肯こ

う

定て
い

的て
き

に

応お
う

答と
う

。

　
「
修

し
ゅ
う

了り
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

に
は
現げ

ん

状じ
ょ
うで

は
日に

っ

数す
う

し
か
は
い
っ
て
い
な
い

が
、
研け

ん

修し
ゅ
う

時じ

間か
ん

数す
う

も
入い

れ
て

ほ
し
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
資し

格か
く

試し

験け
ん

で
使つ

か

え
る
よ
う
に
な
る
」

と
の
声こ

え

も
出で

た
。

　

ま
た
「
１
年ね

ん

、
半は

ん

年と
し

だ
と

会か
い

社し
ゃ

を
辞や

め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
１
カ
月げ

っ

間か
ん

の
短た

ん

期き

語ご

学が
く

研け
ん

修し
ゅ
うが
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
参さ

ん

加か

可か

能の
う

。
飛ひ

行こ
う

機き

代だ
い

は

自じ

分ぶ
ん

で
負ふ

担た
ん

し
て
も
い
い
の

で
、
現げ

ん

地ち

費ひ

用よ
う

だ
け
お
願ね

が

い

で
き
れ
ば
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

」、「
熊く

ま

本も
と

に

ル
ー
ツ
を
持も

た
な
い
が
、
交こ

う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

を
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ

る
若わ

か

者も
の

も
い
る
。
彼か

れ

ら
も
研け

ん

修し
ゅ
うに
行い

け
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
」
と
い
う
声こ

え

も
上あ

が
り
、

国こ
く

際さ
い

課か

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

は
丁て

い

寧ね
い

に
聞き

き
入い

っ
て
い
た
。

ぎ
ゃ
ん
こ
ぎ
ゃ
ん
』

言い

わ
れ
て
戸と

惑ま
ど

っ
た

が
、す
ぐ
に
慣な

れ
た
」、

「
い
ま
日に

本ほ
ん

進し
ん

出
し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
うで
働は

た
ら

い
て
お

り
、
研け

ん

修し
ゅ
うで
磨み

が

い
た

日に

本ほ
ん

語ご

が
役や

く

に
立た

っ

て
い
る
」、「
熊く

ま

本も
と

大だ
い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
。
そ

の
と
き
覚お

ぼ

え
た
日に

本ほ
ん

語ご

を
活い

か
し
て
通つ

う

訳や
く

に
な
り
、
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯か

っ
ぷで
も
声こ

え

が
か
か

り
、
リ
オ
五ご

輪り
ん

で
も

日に

本ほ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

団だ
ん

の
通つ

う

訳や
く

を
務つ

と

め
た
」、「
ぜ
ひ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

制せ
い

度ど

を
続つ

づ

け
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声こ

え

が

続ぞ
く

々ぞ
く

と
聞き

か
れ
た
。

　

田た

呂ろ

丸ま
る

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
三さ

ん

、
四よ

ん

世せ
い

に
な

る
と
日に

本ほ
ん

語ご

が
弱よ

わ

く
な
る
が
、
英え

い

語ご

は

ジャパン・ハウス
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Japão monitora reação sul-coreana à 
decisão sobre trabalhos forçados na 
Segunda Guerra Mundial

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Trabalhos Forçados (07/11/2018)

O governo japonês está 
de olho na reação da Co-
reia do Sul à sentença da 
suprema corte sul-coreana 
sobre uma indenização re-
ferente ao período da Se-
gunda Guerra Mundial.
O Ministério das Relações 
Exteriores da Coreia do 
Sul retrucou na terça-feira 

as críticas do chanceler ja-
ponês, Taro Kono, à deci-
são judicial.
Segundo nota da Coreia do 
Sul, o Japão precisa enten-
der que um foco político 
exagerado na questão não 
vai contribuir para a cons-
trução de laços bilaterais 
voltados para o futuro.

Na quarta-feira, o secre-
tário-chefe do Gabinete, 
Yoshihide Suga, disse que 
a sentença viola o acordo 
firmado entre as duas na-
ções sobre o direito de exi-
gir indenização.
Suga disse que o acordo 
deve ser obedecido pelo 
país inteiro, inclusive o ju-

diciário. Assim, a decisão 
da suprema corte sul-core-
ana representa uma viola-
ção do direito internacio-
nal pela Coreia do Sul.
O secretário-chefe disse 
também que o Japão vem 
pedindo ao governo sul-
coreano que retifique a si-
tuação.

Japão diz que não vai fechar acordo 
comercial com EUA que seja prejudicial 
aos seus interesses nacionais

Economia  (08/11/2018)

O Japão reiterou que 
não vai fechar nenhum 
acordo de comércio bila-
teral com os Estados Uni-
dos que seja prejudicial 
aos seus interesses nacio-
nais.
Na quinta-feira, o secre-
tário-chefe de gabinete, 
Yoshihide Suga, falou 
com repórteres após o 

presidente americano Do-
nald Trump ter sugerido 
que adotaria uma postura 
rígida contra o lado japo-
nês no tocante ao comér-
cio.
Em coletiva de imprensa, 
na quarta-feira, Trump 
declarou que não estava 
culpando o Japão, mas 
que os Estados Unidos 

Toshiba anuncia 
reestruturação e corte de 7 mil 
empregos nos próximos 5 anos

Toshiba (08/11/2018)

Enfrentando dificulda-
des, o conglomerado japo-
nês Toshiba afirmou que 
vai cortar sete mil empre-
gos devido à reestrutura-
ção de seus negócios nos 
próximos cinco anos.
Segundo a empresa, mil 
posições serão cortadas 
por meio de um programa 
de aposentadoria anteci-
pada em suas deficitárias 
operações no setor de 
energia e tecnologia da in-
formação.

A Toshiba investirá mais 
de oito bilhões de dólares 
em pesquisa e desenvolvi-
mento de baterias de íon-
lítio e energia renovável, 
como parte dos seus es-
forços de reestruturação 
dentro e fora do Japão.
A empresa planeja liqui-
dar sua subsidiária do se-
tor de energia nuclear no 
Reino Unido, além de se 
desfazer de suas opera-
ções de gás natural lique-
feito nos Estados Unidos.têm um déficit comercial 

de quase 100 bilhões de 
dólares com o país.
Suga, por sua vez, disse 
que o governo japonês 
não tem nenhum interes-
se em fechar um acordo 
que possa ferir os inte-
resses nacionais em um 
“Tratado Comercial de 
Produtos”. As negocia-

ções podem começar já 
em janeiro do próximo 
ano.
Sobre o resultado das 
eleições de meio de man-
dato nos Estados Unidos, 
Yoshihide Suga afirmou 
que a aliança nipo-ameri-
cana é inabalável e que o 
Japão vai continuar a pro-
mover os laços bilaterais 
com base na aliança.

Ministro japonês quer chegar a acordo sobre 
pacto de livre comércio na região Ásia-Pacífico 
até o final do ano

Economia   (09/11/2018)

O ministro da Econo-
mia, Comércio e Indústria 
do Japão disse que irá se 
empenhar para chegar a 
um acordo, o mais cedo 
possível, sobre um pacto 
de livre comércio na re-
gião Ásia-Pacífico.
Ministros de nações da 
área vão se reunir em Cin-

gapura em 12 de novem-
bro para discutir a Parce-
ria Econômica Regional 
Abrangente. Os partici-
pantes incluem represen-
tantes de 16 países, como 
Japão, China e Índia.
O ministro do Comércio 
do Japão, Hiroshige Seko, 
afirmou que irá negociar 

com suas contrapartes 
para chegar a um “acor-
do substancial” sobre um 
pacto benéfico até o final 
deste ano.
Ele citou que está dimi-
nuindo a divergência entre 
os participantes, mas ain-
da têm de ser resolvidas 
questões essenciais, que 

exigem decisões políticas.
Se a Parceria Econômica 
Regional Abrangente for 
levada adiante, o pacto irá 
representar 30 por cento 
do Produto Interno Bru-
to e volume de comércio 
globais. Os países vêm 
discutindo o acordo há 5 
anos.

Presidente da Rússia planeja se encontrar com premiê 
do Japão na próxima semana

Governo quer acabar com esquema que explora 
trabalhadores estrangeiros no Japão

Dois grandes campeões desistem de 
participar do último torneio de sumô do ano

Diplomacia (08/11/2018)

Trabalhadores Estrangeiros (08/11/2018)

Sumô (09/11/2018)

O presidente da Rússia, 
Vladimir Putin, planeja se 
encontrar com o primeiro-
ministro do Japão, Shinzo 
Abe, na próxima semana, 
em Cingapura.
O plano foi revelado, na 
quarta-feira, pelo assessor 
da presidência russa, Yuri 
Ushakov. Ele também 
anunciou a visita de Putin 

O governo japonês che-
gou a um consenso so-
bre as medidas a serem 
tomadas para evitar que 
intermediários no Japão 
explorem trabalhadores 
estrangeiros no país.
Legisladores de ambas a 
situação e oposição ao go-
verno se mostraram preo-
cupados de que, conforme 
o Japão aceite mais estran-
geiros para trabalharem 
no país, estes trabalhado-

Hakuho e Kakuryu, dois 
“yokozuna”, ou grandes 
campeões, do mundo do 
sumô profissional, deci-
diram não participar da 
sexta e última competição 
do ano. A desistência dos 

a Cingapura entre os dias 
13 e 15 de novembro para 
participar de diversas reu-
niões, incluindo a Cúpula 
do Leste Asiático.
Em setembro, o presiden-
te russo propôs ao premiê 
japonês que os dois países 
assinassem um tratado de 
paz até o final do ano, sem 
quaisquer pré-condições. 

res possam estar correndo 
risco de terem seus direi-
tos humanos violados.
O Ministério da Justiça 
elaborou medidas que têm 
como alvo as agências in-
termediárias que forçam 
os trabalhadores a toma-
rem empréstimos para pa-
garem taxas de garantia e 
intermediação.
Empresas que aceitam tra-
balhadores provenientes 
de agências intermediárias 

dois lutadores mongóis 
faz com que Kisenosato 
seja o único grande cam-
peão a participar do tor-
neio.
A notícia foi anunciada 
na quinta-feira, três dias 

Contudo, Tóquio disse 
a Moscou que não con-
cordava com a proposta 
porque um tratado de paz 
deveria ser finalizado após 
a resolução da questão 
das quatro ilhas em posse 
da Rússia e reivindicadas 
pelo Japão.
O governo japonês susten-
ta que as ilhas são parte 

que cobram estes valores 
indevidos serão banidas 
de contratar trabalhadores 
estrangeiros por um perío-
do de 5 anos.
Estrangeiros que se ins-
crevem para receber a per-
missão especial de perma-
nência no Japão passarão 
por um novo processo, no 
qual terão que preencher 
documentos que confir-
mem que eles não tenham 
pago taxas de garantia ou 

antes do início do Gran-
de Torneio de Sumô de 
Kyushu.
Miyagino, mestre da aca-
demia de Hakuho, disse 
que o lutador ainda está se 
recuperando de uma cirur-

inerente do território do 
país. Diz que elas foram 
ocupadas ilegalmente 
após a Segunda Guerra 
Mundial.
Shinzo Abe e Vladimir Pu-
tin devem discutir ativida-
des econômicas conjuntas 
planejadas nas ilhas. Abe 
espera que o programa 
ajude a resolver a questão 
territorial.

intermediação. Caso ne-
cessário, eles podem ser 
diretamente questionados.
O ministério planeja, em 
princípio, que as empre-
sas contratem os traba-
lhadores estrangeiros di-
retamente. Entretanto, irá 
permitir exceções para 
tipos de trabalho que re-
queiram trabalhadores 
temporários.

gia feita no joelho direito.
Izutsu, mestre da acade-
mia de Kakuryu, disse 
que um médico determi-
nou que o grande cam-
peão necessita cerca de 
duas semanas de descanso 
e tratamento pelos danos 
que sofreu na junta do tor-
nozelo direito.
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１
１
日に

ち

の
演え

ん

奏そ
う

会か
い

で
は
エ
ス
ペ

リ
エ
ン
タ
ウ
・
デ
・
レ
ペ
ル
ト

リ
オ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

き
ょ
う

演え
ん

も
見み

ら
れ
る
。
日に

本ほ
ん

館か
ん

で

琵び

琶わ

を
聴き

く
の
も
オ
ツ
か
も
。

散さ
ん

歩ぽ

つ
い
で
に
聴き

き
に
行い

っ
て

み
て
は
？

　
　
　
　
　

◎

　

さ
る
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
式し

き

典て
ん

に
参さ

ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
御お

盆ぼ
ん

〃
死し

者し
ゃ

の
日ひ

〃
に
あ
せ
て
、
恒こ

う

例れ
い

の
「
第だ

い

６
４
回か

い

レ
ジ
ス
ト
ロ
灯と

う

篭ろ
う

流な
が

し
」
が
１
～
３
日か

、
リ
ベ
イ
ラ
河か

畔は
ん

の
ベ
イ
ラ
・
リ
オ
広ひ

ろ

場ば

で
催も

よ
お
さ
れ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
今こ

年と
し

は
、
大た

い

使し

と
し
て
は
初は

つ

出し
ゅ
っ

席せ
き

と
な
っ
た

山や
ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
う

伯は
く

全ぜ
ん

権け
ん

大た
い

使し

に
加く

わ

え
て
、
次じ

期き

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ー
ロ
氏し

の

実じ
っ

弟て
い

で
ミ
ラ
カ
ト
ゥ
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
レ
ナ
ト
氏し

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
な
ど
、
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
た
。

加か

す
る
た
め
に
来ら

い

伯は
く

し
た
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
２
日か

（
金き

ん

）
昼ひ

る

１
２
時じ

半は
ん

頃こ
ろ

、
東と

う

洋よ
う

街が
い

ト
マ

ス
・
コ
ン
ザ
ガ
街が

い

の
日に

本ほ
ん

食
し
ょ
く

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

し
ょ
く

事じ

中ち
ゅ
う、
窃せ

っ

盗と
う

に
あ
っ
た
。
そ
の
日ひ

の
朝あ

さ

に
日に

本ほ
ん

か
ら
到と

う

着ち
ゃ
くし
、
同ど

う

行こ
う

者し
ゃ

と
お
昼ひ

る

を
食た

べ
て
い
る
間あ

い
だ

、

背せ

も
た
れ
と
背せ

中な
か

の
間あ

い
だ

に
お

　

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
ク
紙し

の
取し

ゅ

材ざ
い

で
は
、
近き

ん

隣り
ん

の
ミ
ラ

カ
ト
ゥ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
レ
ナ
ト
氏し

は

灯と
う

篭ろ
う

流な
が

し
の
常

じ
ょ
う

連れ
ん

。
次じ

期き

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
関か

ん

し
て
「
ジ
ュ
ン
ジ
ア

イ
ー
生う

ま
れ
だ
が
１
７
歳さ

い

ま

で
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
に
住す

ん
で
い

た
。
兄あ

に

は
リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

沿え
ん

岸が
ん

地ち

域い
き

に
深ふ

か

い
愛あ

い

着ち
ゃ
くを
持も

っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

現げ
ん

在ざ
い

で
も
、
エ
ル
ド
ラ
ー

ド
に
母は

は

と
姉し

妹ま
い

の
う
ち
一ひ

と

人り

が
住す

ん
で
お
り
、
レ
ジ
ス
ト

ロ
に
も
姉し

妹ま
い

の
一ひ

と

人り

が
住す

ん
で

い
る
。
灯と

う

篭ろ
う

流な
が

し
に
来く

る
前ま

え

、

ジ
ャ
イ
ー
ル
氏し

本ほ
ん

人に
ん

に
電で

ん

話わ

を
し
て
き
た
と
い
う
。

　

レ
ナ
ト
氏し

は
「（
ジ
ャ
イ
ー

ル
氏し

）
は
米べ

い

国こ
く

や
イ
ス
ラ
エ

ル
と
同ど

う

様よ
う

に
、
日に

本ほ
ん

を
深ふ

か

く

賞し
ょ
う

賛さ
ん

し
て
い
る
。
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
で
は
な
く
経け

い

済ざ
い

と
進し

ん

歩ぽ

の
観か

ん

点て
ん

か
ら
、
こ
れ
ら
の
国く

に

と
の
緊き

ん

密み
つ

化か

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
」

と
話は

な

し
た
。

　

例れ
い

年ね
ん

よ
り
一い

ち

日に
ち

長な
が

く
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
灯と

う

篭ろ
う

流な
が

し
。
最さ

い

終し
ゅ
う

日び

３
日か

（
土ど

）
の
終

し
ゅ
う

盤ば
ん

に
は
暴ぼ

う

風ふ
う

雨う

に
見み

舞ま

わ
れ
、
屋や

台た
い

の

半は
ん

分ぶ
ん

近ち
か

く
が
営え

い

業ぎ
ょ
う

停て
い

止し

と
な

る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
発は

っ

生せ
い

し

た
が
、
最さ

い

後ご

ま
で
継け

い

続ぞ
く

さ
れ

無ぶ

事じ

に
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし
た
。

　

２
日か

夕ゆ
う

刻こ
く

、
慰い

霊れ
い

碑ひ

の
前ま

え

で
執と

り
行お

こ
な
わ
れ
た
多た

宗し
ゅ
う

教
き
ょ
う

合ご
う

同ど
う

に
よ
る
「
世せ

界か
い

平へ
い

和わ

祈き

願が
ん

と
先さ

き

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

」
の

後あ
と

、
リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

に
２
千せ

ん

基き

の
灯と

う

篭ろ
う

が
流な

が

さ
れ
る
と
幻げ

ん

想そ
う

的て
き

な
景

け
し
き

色
が
浮う

か
び
上あ

が
っ

た
。
今こ

年と
し

は
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

祝し
ゅ
くし
て
特と

く

別べ
つ

に
大お

お

き
な
灯と

う

篭ろ
う

１
１
０
基き

も
準

じ
ゅ
ん

備び

さ
れ
、
衆

し
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
て
い
た
。

　

そ
の
後ご

、
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
開か

い

会か
い

式し
き

に
は
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
川か

わ

尻じ
り

イ
リ
ネ

ウ
会か

い

長ち
ょ
う、
レ
ジ
ス
ト
ロ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
佐さ

久く

川が
わ

マ
リ
オ

会か
い

長ち
ょ
う、
聖せ

い

南な
ん

西せ
い

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

合ご
う

の
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う、
山や

ま

田だ

駐ち
ゅ
う

伯は
く

大た
い

使し

、
ジ
ウ
ソ
ン
・
フ

ァ
ン
チ
ン
市し

長ち
ょ
う、
ホ
ミ
ウ
ド
・

カ
ン
ペ
ー
リ
ョ
聖せ

い

州し
ゅ
う

文ぶ
ん

化か

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
特と

く

に
レ
ナ
ト

氏し

が
登と

う

壇だ
ん

す
る
と
、
脚き

ゃ

光っ
こ
うが

集あ
つ

ま
っ
た
。

　

山や
ま

田だ

大た
い

使し

は
式し

き

典て
ん

前ま
え

に
、

「
天あ

ま

谷や

茶ち
ゃ

」
の
天あ

ま

谷や

良り
ょ
う

吾ご

さ
ん
の
お
茶ち

ゃ

工こ
う

場じ
ょ
うや
、「
お
ば

あ
茶ち

ゃ

ん
」
の
島し

ま

田だ

梅う
め

エ
リ
ザ

ベ
ッ
チ
さ
ん
の
茶ち

ゃ

園え
ん

を
訪お

と
ず
れ
、

「
１
９
１
３
年ね

ん

に
イ
グ
ア
ッ
ペ

の
桂

か
つ
ら

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
し
て
始は

じ

ま
っ

て
以い

来ら
い

、
今こ

ん

日に
ち

に
知し

ら
れ
る

強き
ょ
う

固こ

な
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
築き

ず

い
て

こ
ら
れ
た
」
と
し
て
賛さ

ん

辞じ

を

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
曾そ

う

祖そ

母ぼ

・
マ
ス

ヨ
さ
ん
と
母は

は

・
美み

喜き

枝え

さ
ん

の
２
人り

と
な
っ
て
い
た
日ひ

野の

本ほ
ん

家け

。
そ
こ
に
襲お

そ

い
か
か
っ

た
の
が
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

統と
う

治ち

下か

の

農の
う

地ち

改か
い

革か
く

だ
っ
た
。
日ひ

野の

さ

ん
に
よ
れ
ば
「
嫡

ち
ゃ
く

男な
ん

で
あ
る

祖そ

父ふ

・
信の

ぶ

夫お

も
不ふ

在ざ
い

の
な
か
、

女お
ん
な２
人り

で
は
所し

ょ

有ゆ
う

地ち

の
全す

べ

て

が
没ぼ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

す
ら

あ
っ
た
」
と
話は

な

す
。

　

そ
の
た
め
、
美み

喜き

枝え

さ
ん

の
縁え

ん

談だ
ん

が
急い

そ

ぎ
で
進す

す

め
ら

れ
、
父ち

ち

・
覚さ

と
る

さ
ん
が
婿む

こ

養よ
う

子し

と
し
て
日ひ

野の

家け

を
継つ

い
だ
。

覚さ
と
るさ

ん
が
奔ほ

ん

走そ
う

し
何な

ん

と
か
難な

ん

を
逃の

が

れ
た
も
の
の
、「
残の

こ

さ

れ
た
の
は
住す

む
家い

え

く
ら
い
な

も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　

結け
っ

婚こ
ん

後ご

、
美み

喜き

枝え

さ
ん
は

教き
ょ
う

職し
ょ
く

を
離ば

な

れ
、
土と

地ち

を
売ば

い

却き
ゃ
く

し
て
町ま

ち

で
商

し
ょ
う

店て
ん

を
始は

じ

め

た
。
だ
が
、
太た

い

平へ
い

洋よ
う

戦せ
ん

争そ
う

中
ち
ゅ
う

軍ぐ
ん

人じ
ん

だ
っ
た
覚さ

と
る

さ
ん
は
Ｃ
級

き
ゅ
う

戦せ
ん

犯ぱ
ん

の
裁さ

ば

き
を
受う

け
て
お

り
、
１
０
年ね

ん

間か
ん

は
市し

民み
ん

権け
ん

を

剥は
く

奪だ
つ

さ
れ
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な
職し

ょ
く

に

就つ

け
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
戦せ

ん

後ご

の
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

が

覚さ
と
る

さ
ん
に
重お

も

く
の
し
か
か

送お
く
っ
た
。

　

死し

者し
ゃ

の
日ひ

に
寄よ

せ
て
、
川か

わ

尻じ
り

会か
い

長ち
ょ
うは
「
原げ

ん

生せ
い

林り
ん

を
切き

り

開ひ
ら

き
、
皆み

な

か
ら
愛あ

い

さ
れ
て
や

ま
な
い
文ぶ

ん

化か

、
教

き
ょ
う

育い
く

、
食し

ょ
く
と

い
う
遺い

産さ
ん

を
残の

こ

し
て
く
だ
さ

っ
た
」
と
先せ

ん

人じ
ん

に
深し

ん

甚じ
ん

な
る

謝し
ゃ

意い

を
述の

べ
、
山や

ま

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
うも

「
両

り
ょ
う

手て

を
広ひ

ろ

げ
て
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

を

受う
け

入い

れ
、
こ
こ
に
第だ

い

二に

の
祖そ

り
、「
狭せ

ま

い
日に

本ほ
ん

に
は
住す

み

た
く
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
新し

ん

天て
ん

地ち

で
一ひ

と

旗は
た

上あ

げ
た
い
」
と

の
意い

思し

を
強つ

よ

め
る
よ
う
に
。

　

日ひ

野の

さ
ん
に
よ
れ
ば
「
母は

は

は
４
歳さ

い

で
両

り
ょ
う

親し
ん

と
離は

な

れ
ば
な

れ
に
な
り
、
親お

や

の
顔か

お

も
覚お

ぼ

え

て
い
な
い
。
そ
れ
に
５
人に

ん

の

子こ

供ど
も

の
教

き
ょ
う

育い
く

を
考か

ん
が

え
れ
ば
ブ

ラ
ジ
ル
に
行い

き
た
く
な
か
っ

た
。
で
も
、
父ち

ち

の
意い

向こ
う

に
は

従し
た
が

わ
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
」

と
い
う
。
こ
う
し
て
５
６
年ね

ん

に
一い

っ

家か

は
海う

み

を
渡わ

た

っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
祖そ

父ふ

・
信の

ぶ

夫お

さ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ

ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

男お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
恒こ

う

例れ
い

の
「
第だ

い

２
４

回か
い

熟じ
ゅ
く

連れ
ん

親し
ん

睦ぼ
く

カ
ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

」
を
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か

ら
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua.

V
ergu

eiro,1
9

8

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

熟
じ
ゅ
く

連れ
ん

３
大だ

い

行ぎ
ょ
う

事じ

の
う
ち
の

一ひ
とつ
で
、
お
よ
そ
１
８
０
人に

ん

の

本ほ
ん

部ぶ

会か
い

員い
ん

が
自じ

慢ま
ん

の
歌う

た

声ご
え

を

披ひ

露ろ
う

す
る
。
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
うは

１
０
日か

締し
め

切き

り
。
審し

ん

査さ

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
菊き

く

池ち

悦え
つ

子こ

さ
ん
、
審し

ん

査さ

員い
ん

は
早は

や

藤と
う

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
、
か

か
ず
和か

ず

江え

さ
ん
の
２
人り

が
務つ

と

め
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
バ
ザ
ー
も
行お

こ
な

わ

　

南
み
な
み

麻ま

州し
ゅ
うド
ウ
ラ
ー
ド
ス
市し

の
日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

元も
と

校こ
う

長
ち
ょ
う

の
城し

ろ

田た

志し

津づ

子こ

さ
ん
が
８
日か

午ご
ご後
１
０
時じ

、
腸ち

ょ
う

な
ど
の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの
た
め
サ
ン
タ
リ
ッ
タ

病び
ょ
う

院い
ん

で
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
１
。

　

城き

田だ

さ
ん
は
１
９
３
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

９
日か

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

深ふ
か

川が
わ

市し

生う

ま
れ
。
１
９
５
６
年ね

ん

に
渡と

伯は
く

し
、
共

き
ょ
う

栄え
い

移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

し
た
。
そ
の
後ご

７
１
年ね

ん

、

同ど
う

地ち

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
共

き
ょ
う

栄え
い

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
語ご

学が
く

教き
ょ
う

師し

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
４
３
年ね

ん

間か
ん

日に
ち

語ご

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
う
に
務つ

と

め
た
。

８
９
年ね

ん

に
は
ド
ウ
ラ
ー
ド
ス

市し

日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

の
校こ

う

長
ち
ょ
う

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

。
２
０
１
７
年ね

ん

、
同ど

う

校こ
う

の
名め

い

誉よ

校こ
う

長ち
ょ
うと
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

合ご
う

同ど
う

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

」
の
発ほ

っ

起き

人に
ん

で
も

あ
り
、
日に

ち

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

の
開か

い

発は
つ

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う
セ
ン
タ
ー
（
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン

タ
ー
）
の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

編へ
ん

集し
ゅ
う

委い

員い
ん

会か
い

の
地ち

域い
き

委い

員い
ん

も
務つ

と

め
た
。

　

１
５
年ね

ん

に
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
う、
１
７
年ね

ん

に
旭

き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

賞
し
ょ
う

な
ど
を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
て
い
た
。

　

葬そ
う

式し
き

は
９
日か

午ご

後ご

４
時じ

、

同ど
う

市し

内な
い

の
サ
ン
ト
・
ア
ン
ト

ニ
オ
・
デ
・
パ
ー
ド
ゥ
ア
墓ぼ

地ち

で
行お

こ

な
わ
れ
た
。
初し

ょ

七な
の

日か

法ほ
う

要よ
う

は
未み

定て
い

。

い
て
あ
っ
た
カ
バ
ン
が
な
く
な

っ
た
こ
と
に
気き

付づ

い
た
と
い

う
。
カ
バ
ン
の
中な

か

に
は
パ
ス
ポ

ー
ト
、
携け

い

帯た
い

電で
ん

話わ

、
カ
メ
ラ
、

カ
ー
ド
類る

い

に
加く

わ

え
、
現げ

ん

金き
ん

が

３
０
万ま

ん

円え
ん

も
。
た
と
え
東と

う

洋よ
う

街が
い

で
も
、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く
レ
ス
ト
ラ

ン
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
は
ブ
ラ

ジ
ル
。
身み

の
回ま

わ

り
の
貴き

重ち
ょ
う

品ひ
ん

か
ら
目め

を
離は

な

さ
な
い
の
は
鉄て

っ

則そ
く

。
日に

本ほ
ん

か
ら
の
旅り

ょ

客か
く

を
扱

あ
つ
か

う
旅り

ょ

行こ
う

社し
ゃ

や
ガ
イ
ド
の
皆み

な

さ

ん
は
、
客き

ゃ
く

か
ら
煩う

る
さ

が
ら
れ
る

ぐ
ら
い
注

ち
ゅ
う

意い

を
徹て

っ

底て
い

し
て
ほ

し
い
も
の
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
方ほ

う

も
怪あ

や

し
い
人じ

ん

物ぶ
つ

が
店て

ん

内な
い

を
フ

ラ
フ
ラ
し
て
い
な
い
か
、
し
っ

か
り
と
見み

張は

っ
て
欲ほ

し
い
。

山や
ま

田だ

大た
い

使し

初は
つ

参さ
ん

加か

、
お
茶ち

ゃ

工こ
う

場じ
ょ
う

訪ほ
う

問も
ん

実じ
っ

弟て
い

「
次じ

期き

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

は
日に

本ほ
ん

賞し
ょ
う

賛さ
ん

」

ん
を
頼た

よ

り
に
、
パ
ウ
リ
ス
タ

線せ
ん

の
奥お

く

地ち

の
ジ
ュ
ン
ケ
イ
ロ

ポ
リ
ス
に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く。
５
８
年ね

ん

に

信の
ぶ

夫お

さ
ん
が
持も

っ
て
い
た
ジ

ャ
ー
レ
ス
の
土と

地ち

を
購こ

う

入
に
ゅ
う

し
、
叔お

母ば

一い
っ

家か

と
と
も
に
同ど

う

地ち

の
協

き
ょ
う

和わ

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
転て

ん

住じ
ゅ
うし

た
。
そ
れ
以い

降こ
う

の
話は

な
し

は
、
第だ

い

２
回か

い

で
掲け

い

載さ
い

し
た
通と

お

り
だ
。

　

教
き
ょ
う

育い
く

熱ね
っ

心し
ん

だ
っ
た
美み

喜き

枝え

会か
い

員い
ん

手て

製せ
い

の
納な

っ

豆と
う

や
漬つ

け

物も
の

も

熟じ
ゅ
く

連れ
ん

カ
ラ
オ
ケ
大た

い

会か
い

、
１
８
日に

ち

に

さ
ん
は
、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
日に

ち

曜よ
う

学が
っ

校こ
う

で
子こ

供ど
も

た
ち
に
日に

ち

語ご

を
教お

し

え
た
。
そ
ん
な
薫く

ん

陶と
う

を
受う

け

て
苦く

学が
く

し
た
日ひ

野の

さ
ん
は
、

最さ
い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
聖せ

い

州し
ゅ
う

教き
ょ
う

育い
く

局
き
ょ
く

に
務つ

と

め
た
。
今い

ま

で
も
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
教

き
ょ
う

育い
く

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る
な
ど
、
教

き
ょ
う

育い
く

分ぶ
ん

野や

で
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
。

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
の
後の

ち

、
日ひ

野の

さ

ん
は
レ
ジ
ー
ナ
さ
ん
と
連れ

ん

絡ら
く

を
取と

り
は
じ
め
、
埋う

も
れ
て

い
た
歴れ

き

史し

が
少す

こ

し
ず
つ
明あ

き

ら

か
と
な
っ
て
き
た
。

　

１
９
１
２
年ね

ん

の
第だ

い

３
回か

い

移い

民み
ん

船せ
ん

「
巌

い
つ
く

島し
ま

丸ま
る

」
で
渡と

伯は
く

し
た
千せ

ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
一い

っ

家か

は
、
モ

ジ
ア
ナ
線せ

ん

ズ
モ
ン
耕こ

う

地ち

を
経へ

て
、
１
５
年ね

ん

１
０
月が

つ

に
ビ
リ

グ
イ
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

ツ
ピ
ー
区く

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く。
そ
の
後ご

、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ

ン
に
転て

ん

住じ
ゅ
うし
た
。

　

隣
と
な
り

町ま
ち

ア
ヴ
ァ
ニ
ャ
ン
ダ
ー

バ
の
カ
ス
カ
チ
ン
ニ
ヤ
区く

と

ア
ン
ド
ラ
ジ
ー
ナ
の
ブ
リ
チ

耕こ
う

地ち

で
珈こ

ー
ひ
ー琲
・
牧ぼ

く

畜ち
く

農の
う

場じ
ょ
う

経け
い

営え
い

で
成せ

い

功こ
う

し
、
戦せ

ん

後ご

５
６
年ね

ん

に
連れ

ん

絡ら
く

機き

関か
ん

と
し
て
発ほ

っ

足そ
く

し

た
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
文ぶ

ん

化か

日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

の
初し

ょ

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る

な
ど
、
当と

う

時じ

の
プ
ロ
ミ
ッ
ソ

ン
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

だ
っ
た
と
見み

ら
れ
る
。

　

日ひ

野の

さ
ん
は
「
祖そ

父ふ

が
ブ

ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

っ
て
、
プ
ロ
ミ

川
かわ

面
も

の２千
せん

基
き

に平
へい

和
わ

の願
ねが

い託
たく

す
（７） ２０１８年第５１２１号 	１１月	１０日	（土曜日）

当
とう

日
じつ

の式
しき

典
てん

の様
よう

子
す

（中
ちゅう

央
おう

がレナト氏
し

、右
みぎ

から二
に

人
にん

目
め

が山
やま

田
だ

大
たい

使
し

）

日
ひ

野
の

家
け

移
い

住
じゅう

９０周
しゅう

年
ねん

を祝
いわ

った

レジストロ
灯
とう

篭
ろう

流
なが

し

日に
ち

午ご
ご後
４
時じ

半は
ん

か
ら
サ
ン
パ

ウ
ロ
市し

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
う、
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料
り
ょ
う

は
２
０
～
１
０
レ
。
１
５

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
は
イ
ビ

ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
日に

本ほ
ん

館か
ん

で
演え

ん

奏そ
う

す
る
。
櫻

さ
く
ら

井い

さ
ん
は

２
０
１
５
年ね

ん

度ど

の
文ぶ

ん

化か

庁ち
ょ
う

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

使つ
か

。
同ど

う

年ね
ん

も
伯は

っ

国こ
く

各か
く

地ち

で
演え

ん

奏そ
う

会か
い

を
行お

こ

な
っ
た
。

　

薩さ
つ

摩ま

琵び

琶わ

奏そ
う

者し
ゃ

の
櫻

さ
く
ら

井い

亜あ

木き

子こ

さ
ん
が
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
、
聖せ

い

市し

で
演え

ん

奏そ
う

会か
い

を
行お

こ
な

う
。
１
１

城し
ろ

田た

志し

津づ

子こ

さ
ん

ッ
ソ
ン
の
千せ

ん

次じ

郎ろ
う

さ
ん
の
農の

う

園え
ん

で
働は

た
ら

い
た
ら
し
い
と
い
う

こ
と
は
聞き

い
て
い
た
が
、
そ

の
家か

族ぞ
く

が
ど
こ
に
居い

る
の
か

全ま
っ
たく
分わ

か
ら
な
か
っ
た
」
と

話は
な

し
、「
今こ

年と
し

は
祖そ

父ふ

の
移い

住じ
ゅ
うか
ら
９
０
年ね

ん

に
な
る
。
家か

族ぞ
く

史し

を
書か

き
上あ

げ
て
刊か

ん

行こ
う

し

た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
か
こ
の

年と
し

に
日ひ

野の

家け

の
親し

ん

戚せ
き

関か
ん

係け
い

が

浮う

か
び
あ
が
る
と
は
夢ゆ

め

に
も

思お
も

わ
な
か
っ
た
」
と
夢ゆ

め

見み

心ご
ご

地ち

で
語か

た

っ
た
。

　

先せ
ん

月げ
つ

１
２
日に

ち

、
日ひ

野の

家け

移い

住じ
ゅ
う

９
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

っ
て
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

す
る
な

か
、
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
の
逸い

つ

話わ

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
、
親し

ん

族ぞ
く

を
驚お

ど
ろ

か
せ
た
。

祖そ

父ふ

同ど
う

士し

の
話は

な
し

か
ら
伯は

っ

国こ
く

移い

住じ
ゅ
うの
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
、
そ
の
後ご

別べ
つ

々べ
つ

に
歩あ

ゆ

み
を
た
ど
る
も
、

国こ
く

を
建け

ん

設せ
つ

す
る
こ
と
を
可か

能の
う

に
し
て
く
れ
た
伯は

っ

国こ
く

民み
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

サ
ミ
ュエ
ル
・
モ
レ
イ
ラ
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
は
昨さ

く

年ね
ん

６
万ま

ん

３
千ぜ

ん

件け
ん

の
殺さ

つ

人じ
ん

件け
ん

数す
う

を
記き

録ろ
く

し
て
お
り
、
こ
れ
は

同ど
う

市し

人じ
ん

口こ
う

に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
」
と

話は
な

し
、「
灯と

う

篭ろ
う

流な
が

し
が
示し

め

す
の

は
、
平へ

い

和わ

と
調

ち
ょ
う

和わ

の
な
か
で

暮く

ら
す
こ
と
が
出で

来き

る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ

が
我わ

れ

等ら

が
望の

ぞ

む
も
の
だ
」
と

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

な
お
、
灯と

う

篭ろ
う

流な
が

し
は
レ
ジ

ス
ト
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

、
レ

ジ
ス
ト
ロ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

、

日に
ち

蓮れ
ん

宗し
ゅ
う

恵え

明み
ょ
う

寺じ

、
レ
ジ
ス

ト
ロ
市し

の
共

き
ょ
う

催さ
い

。

（１５）

移い

住じ
ゅ
う

９
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

迎む
か

え
る
日ひ

野の

家け

農の
う

地ち

改か
い

革か
く

で
土と

地ち

奪う
ば

わ
れ
移い

住じ
ゅ
う

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

４年
ねん

がかりで刊
かん

行
こう

された「ブラジ
ルの日

ひ

野
の

家
け

―移
い

民
みん

２世
せ

代
だい

―」

孫ま
ご

の
代だ

い

と
な
っ
て
相あ

い

ま
み
え

た
両

り
ょ
う

家け

。
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
を
き
っ

か
け
に
、
一い

っ

世せ
い

紀き

を
経へ

て
両

り
ょ
う

家け

の
間あ

い
だ

に
再ふ

た
た

び
交こ

う

流り
ゅ
うが
生う

ま

れ
つ
つ
あ
る
。

　
（
続つ

づ

く
、
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

れ
、
古ふ

る

本ほ
ん

や
衣い

類る
い

、
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
上う

え

野の

会か
い

長ち
ょ
う

は

「
会か

い

員い
ん

お
手て

製せ
い

の
漬つ

け

物も
の

や
納な

っ

豆と
う

、
甘あ

ま

酒ざ
け

も
美お

味い

し
く
て
人に

ん

気き

で
す
。
飛と

び
入い

り
参さ

ん

加か

も

可か

能の
う

で
す
の
で
、
一い

ち

日に
ち

を
楽た

の

し

く
過す

ご
し
ま
し
ょ
う
」
呼よ

び

か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
１
１
・
３
２
０
９
・
５
９
３ 

５
）
ま
で
。



第
だい

48回
かい

日
にっ

系
けい

ゴルフ選
せん

手
しゅ

権
けん

大
たい

会
かい

　日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

で最
もっと

も歴
れき

史
し

あるゴルフ大
たい

会
かい

、「第
だい

48 回
かい

ブラジル日
にっ

系
けい

ゴルフ選
せん

手
しゅ

権
けん

大
たい

会
かい

　ホンダオープン」が 11月
がつ

３、
４の両

りょう

日
じつ

、アルジャー市
し

のＰＬゴルフクラブで開
かい

催
さい

された。ブラジル日
にっ

系
けい

ゴルフ連
れん

盟
めい

（近
ちか

沢
ざわ

宗
むね

貴
たか

理
り

事
じ

長
ちょう

）とニッケイ
新
しん

聞
ぶん

（高
たか

木
ぎ

ラウル社
しゃ

長
ちょう

）の共
きょう

催
さい

。ブラジル日
に

本
ほん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

、同
どう

ゴルフ場
じょう

開
かい

場
じょう

50 周
しゅう

年
ねん

の記
き

念
ねん

すべき節
ふし

目
め

にあたる
同
どう

大
たい

会
かい

には、近
きん

年
ねん

では最
さい

多
た

と見
み

られる223 人
にん

の選
せん

手
しゅ

が全
ぜん

伯
はく

７州
しゅう

から出
しゅつ

場
じょう

し、熱
ねっ

戦
せん

が繰
く

り広
ひろ

げられた。

勝し
ょ
う

杯は
い

を
競き

そ

っ
た
。

　

大た
い

会か
い

を
終お

え
た
４
日か

午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

頃こ
ろ

か
ら
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

が
開か

い

始し

さ
れ
、
近ち

か

沢ざ
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う、
天あ

ま

野の

一い
ち

郎ろ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う、

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
ブ

ラ
ジ
ル
・
ホ
ン
ダ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

の
ミ
ズ
カ
ミ
・
オ
タ
ヴ
ィ

オ
取と

り

締し
ま
り

役や
く

、
ア
ル
ジ
ャ
ー

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
マ
リ
オ
・

マ
サ
ヒ
ロ
・
ヌ
マ
ダ
会か

い

長ち
ょ
う、

ブ
ラ
ジ
ル
ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

の

エ
ウ
ク
リ
デ
ス
・
ア
ン
ト

ニ
オ
・
グ
シ
会か

い

長ち
ょ
う、
聖せ

い

州し
ゅ
う

ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

の
マ
ウ
ロ
・
ゴ

ン
サ
ウ
ヴ
ェ
ス
・
バ
ピ
ス
タ

常じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
高た

か

木ぎ

社し
ゃ

長ち
ょ
うら
が
出し

ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

近ち
か

沢ざ
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う

は
挨あ

い

拶さ
つ

で
、

協き
ょ
う

賛さ
ん

社し
ゃ

ブ
ラ
ジ
ル
ホ
ン
ダ

自じ

動ど
う

車し
ゃ

を
は
じ
め
企き

業ぎ
ょ
う

や

協き
ょ
う

力り
ょ
く

団だ
ん

体た
い

ら
に
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

　

開か
い

場じ
ょ
う

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
寄よ

せ

て
、
天あ

ま

野の

会か
い

長ち
ょ
うは
「
人じ

ん

工こ
う

物ぶ
つ

が
一い

っ

切さ
い

無な

い
自し

然ぜ
ん

だ
け
の

コ
ー
ス
で
、
州し

ゅ
う

一い
ち

番ば
ん

の
ゴ

ル
フ
場じ

ょ
う

を
維い

持じ

し
て
い
る
。

そ
れ
に
加く

わ

え
、
美お

味い

し
い
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

レ
ス
ト
ラ
ン
も
完か

ん

備び

」

と
話は

な

し
、
節ふ

し

目め

を
記き

念ね
ん

し

て
ビ
ジ
タ
ー
向む

け
に
平へ

い

日じ
つ

割わ
り

引び
き

券け
ん

を
販は

ん

売ば
い

し
て
い
る

と
紹し

ょ
う

介か
い

。
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

利り

用よ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

ま
た
、
ミ
ズ
カ
ミ
取と

り

締し
ま
り

役や
く

は
「
他た

州し
ゅ
う

や
他た

ク
ラ
ブ

か
ら
選せ

ん

手し
ゅ

が
参さ

ん

加か

す
る
大だ

い

規き

模ぼ

で
素す

晴ば

ら
し
い
大た

い

会か
い

」

と
大た

い

会か
い

運う
ん

営え
い

を
賞し

ょ
う

賛さ
ん

。
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
ス

ポ
ー
ツ
の
領り

ょ
う

域い
き

で
、
ゴ
ル

フ
を
通つ

う

じ
て
も
伯は

っ

国こ
く

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
る
。
年ね

ん

配ぱ
い

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

も
見み

ら
れ
、
こ
れ
を

通つ
う

じ
て
健け

ん

康こ
う

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
う

に
も
寄き

与よ

し
て
い
る
」
と

祝し
ゅ
く

辞じ

を
寄よ

せ
た
。

　

そ
の
後ご

、
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

に
移う

つ

る
と
会か

い

場じ
ょ
う

は
熱ね

っ

気き

の
渦う

ず

に
。

ハ
ン
デ
な
し
の
ス
ク
ラ
ッ

チ
で
は
、
男だ

ん

子し

は
イ
シ
イ
・

ケ
ン
ジ
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん

（
三さ

ん

世せ
い

、
２
５
）、
女じ

ょ

子し

は

不ふ

動ど
う

の
女じ

ょ

王お
う

、
カ
ル
ラ
・

ジ
リ
オ
ッ
ト
さ
ん
（
四よ

ん

世せ
い

、

２
９
）
が
優ゆ

う

勝し
ょ
う

に
輝か

が
や

い
た
。

カ
ル
ラ
さ
ん
は
、
こ
れ
で
９

回か
い

目め

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

と
な
り
、
大た

い

会か
い

最さ
い

多た

記き

録ろ
く

を
今こ

年と
し

も
更こ

う

新し
ん

し
た
。

　

イ
シ
イ
さ
ん
は
リ
オ
在ざ

い

住じ
ゅ
う

で
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

が
初は

つ

参さ
ん

加か

。

ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

に
通か

よ

う
両

り
ょ
う

親し
ん

の
影え

い

響き
ょ
うで
７
歳さ

い

か
ら
ゴ
ル
フ
を
は

じ
め
た
。「
州

し
ゅ
う

内な
い

の
体た

い

育い
く

学が
く

部ぶ

に
通か

よ

い
な
が
ら
、
週し

ゅ
う

５
日か

ゴ
ル
フ
の
練れ

ん

習し
ゅ
うに
励は

げ

ん
で
い

る
。
他た

の
コ
ン
ペ
で
知し

り

合あ

っ
た
友ゆ

う

人じ
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
初は

つ

参さ
ん

加か

し
た
け
ど
、
初は

つ

出し
ゅ
つ

場
じ
ょ
う

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うで
き
る
と
は
思お

も

わ
な

か
っ
た
」
と
喜よ

ろ
こ

び
を
噛か

み
締し

め
た
。

男だ
ん

子し

ス
ク
ラッ
チ
、初は

つ

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

で
優ゆ

う

勝し
ょ
う

不ふ

動ど
う

の
女じ

ょ

王お
う

は
９
度ど

目め

の
優ゆ

う

勝し
ょ
う

　

ゴ
ル
フ
の
発は

っ

展て
ん

と
普ふ

及き
ゅ
う、

技ぎ

術じ
ゅ
つ

向こ
う

上じ
ょ
う

を
目も

く

的て
き

と
し
て

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
同ど

う

大た
い

会か
い

。
毎ま

い

年と
し

、
Ｐ
Ｌ
と
ア
ル
ジ
ャ
ー
の

両り
ょ
う

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
交こ

う

互ご

に
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る
が
、
今こ

年と
し

は
開か

い

場じ
ょ
う

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
同ど

う

ゴ
ル
フ
場じ

ょ
う

で
の
開か

い

催さ
い

と
な
っ
た
。

　

本ほ
ん

大た
い

会か
い

は
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
そ

の
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

の
み
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

資し

格か
く

が
あ
る
。
２
日か

間か
ん

で
３
６

ホ
ー
ル
の
合ご

う

計け
い

ス
コ
ア
で

勝し
ょ
う

敗は
い

を
競き

そ

う
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
方ほ

う

式し
き

で
行お

こ
な

わ
れ
、
性せ

い

別べ
つ

、
年ね

ん

齢れ
い

や
技ぎ

量り
ょ
うで
１
２
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分わ

か
れ
、
優ゆ

う

全ぜ
ん

伯ぱ
く

７
州し

ゅ
う

の   

人に
ん

が
腕う

で

競き
そ

う

223

を
営い

と
な

ん
で
い
て
、
１
０
０
ア

ル
ケ
ー
ル
の
土と

地ち

に
４
０
０

頭と
う

の
牛う

し

を
飼か

っ
て
い
た
。

裸は
だ
し足
で
働は

た
ら

い
た
も
の
よ
」
と

話は
な

し
、「
ゴ
ル
フ
で
体か

ら
だ

を
動う

ご

か
す
と
お
腹な

か

が
空す

く
か
ら
ご

飯は
ん

も
一い

っ

杯ぱ
い

食た

べ
る
し
、
病

び
ょ
う

気き

を
し
た
こ
と
も
一い

ち

度ど

も
な
い

の
。
こ
の
年と

し

で
ゴ
ル
フ
を
し

て
る
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
中ぢ

ゅ
う

で

も
私わ

た
し

だ
け
よ
。
ゴ
ル
フ
は
私

わ
た
し

の
〃
仕し

事ご
と

〃

ね
」
と
矍か

く

鑠し
ゃ
くと

話は
な

し
た
。

　

大た
い

会か
い

に
は

全ぜ
ん

伯は
く

７
州し

ゅ
う

３
０
の
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
か

ら
選せ

ん

手し
ゅ

が
参さ

ん

加か

し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

、
大た

い

会か
い

史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
で
ホ
ン
ダ
車し

ゃ

Ｈ
Ｒ-

Ｖ
を
獲か

く

得と
く

し
た
パ

ラ
ー
州し

ゅ
う

イ
ガ
ラ
ペ
ー
・
ア

ス
ー
在ざ

い

住じ
ゅ
う

の
上う

え

杉す
ぎ

嘉よ
し

幸ゆ
き

さ

ん
（
７
９
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

）
は

「
今こ

年と
し

は
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

台だ
い

に
も
上の

ぼ

れ
な
か
っ
た
し
、
全ぜ

ん

然ぜ
ん

ダ

メ
だ
っ
た
」
と
苦に

が

笑わ
ら

い
し
、

「
こ
の
大た

い

会か
い

に
参さ

ん

加か

す
る
の

は
一い

ち

年ね
ん

に
一い

ち

度ど

の
楽た

の

し
み
。

プ
レ
ー
を
通つ

う

じ
て
、
広ひ

ろ

い

人に
ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

が
出で

来き

る
か
ら
」

と
話は

な

し
、
友ゆ

う

人じ
ん

と
の
再さ

い

会か
い

を
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
た
。

　

な
お
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

は
ホ
ン
ダ

自じ

動ど
う

車し
ゃ

、損そ
ん

保ぽ

セ
グ
ー
ロ
ス
、

味あ
じ

の
素も

と

、
ヤ
ク
ル
ト
、
全ぜ

ん

日に
っ

本ぽ
ん

空く
う

輸ゆ

、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

ヤ
マ
ハ
、
サ
ク
ラ
醤

し
ょ
う

油ゆ

、
川か

わ

崎さ
き

、
日に

っ

清し
ん

、
ア
グ
ロ
ニ
ッ
ポ

ほ
か
、
個こ

人じ
ん

で
は
深ふ

か

田だ

タ
カ

ハ
ル
氏し

、
間ま

部べ

ス
ナ
オ
氏し

、

ヨ
シ
カ
ワ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
氏し

ら
の
協

き
ょ
う

賛さ
ん

で
催も

よ
お

さ
れ
た
。

９
２
歳さ

い

で
現げ

ん

役え
き

プ
レ
ー
ヤ
ー

老ろ
う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

、
北ほ

く

伯は
く

か
ら
も
参さ

ん

加か

48º CAMPEONATO NIKKEY DE GOLFE DO BRASIL 
第
だい

48回
かい

ブラジル日
にっ

系
けい

ゴルフ選
せん

手
しゅ

権
けん

大
たい

会
かい

 大
たい

会
かい

結
けっ

果
か

SCRATCH - MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° DANIEL KENJI ISHII 210001002 0 IGC 35 33 68 33 35 68 136

2° PEDRO HIRO NAGAO NAGAYAMA 110020587 0 SFGC 36 37 73 33 37 70 143

3° GUILHERME GRINBERG 110140299 2 SPGC 38 35 73 39 35 74 147

SCRATCH - SENIOR – MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° TERUO TAMURA 410002811 7 ALF 40 43 83 35 40 75 158

2° FUKADA TAKAHARU 110040379 10 PLGC 40 44 84 41 40 81 165

3° FUMITO TASHIRO 910020004 13 CGC 38 42 80 43 43 86 166

CATEGORIA SUPER SENIOR - MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° BABAZONO SHIGEHARU 110040064 28 PLGC 35 33 68 32 32 64 132

2° TACAHASHI COITIRO 110060384 29 GGCC 28 36 64 37 31 68 132

3° MINORO DOI 110140187 24 LAGC 35 35 70 32 31 63 133

CATEGORIA A - ADULTO - MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° DANIEL KENJI ISHII 210001002 0 IGC 35 33 68 33 35 68 136

2° SHOZO KARASAWA 110380039 6 VVGC 35 35 70 36 36 72 142

3° PEDRO HIRO NAGAO NAGAYAMA 110020587 0 SFGC 36 37 73 33 37 70 143

CATEGORIA B - ADULTO – MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° RICARDO HIRAICHI 156578555 24 IGC 32 36 68 35 32 67 135

2° CLAUDIO YOSHIZO YUI 152139059 17 IGC 35 36 71 35 36 71 142

3° CHRISTIAN KENZO ISHIHARA 156575686 20 PLGC 38 36 74 35 35 70 144

CATEGORIA A - SENIOR - MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° KUNIO ISHIHARA 110040211 15 PLGC 35 35 70 32 38 70 140

2° FUMITO TASHIRO 910020004 13 CGC 32 35 67 37 36 73 140

3° TERUO TAMURA 410002811 7 ALF 37 39 76 32 36 68 144

CATEGORIA B - SENIOR – MASCULINO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° HIDEO KAWASAKI 110040456 17 PLGC 35 35 70 35 34 69 139

2° MILTON AKIO SATO 99023348 24 SMCC 39 30 69 38 34 72 141

3° ALFREDO YOSHITO KOGA 110110006 19 IGC500 40 36 76 32 34 66 142

CATEGORIA ADULTO - FEMININO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° MIKI KOJIMA 110047034 15 PLGC 33 35 68 32 34 66 134

2° AKIKO KAWASAKI 110047330 17 PLGC 40 38 78 36 31 67 145

3° HARUMI SHIBAGAKI 110047273 18 PLGC 38 37 75 33 38 71 146

CATEGORIA SUPER SENIOR - FEMININO
DIA 1 DIA 2

P. Nome Cód HCP Clube Ida Volta Total 
Gross Ida Volta Total 

Gross Total

1° MIRIAM YUKI 110027227 36 SFGC 37 35 72 36 45 81 153

2° LUCIA REIKO SUMIKAWA 410000902 17 PG 38 41 79 36 43 79 158

3° HIDEKO BANDO 110047256 21 PLGC 41 37 78 41 40 81 159
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